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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セルの信号品質を測定して、ネットワーク側によって前記セルに対してあらかじめ構成
されているカバレッジクラス補償値を取得するように構成された取得ユニットと、
　前記取得ユニットによって測定された前記セルの前記信号品質、および前記取得ユニッ
トによって取得された前記セルの前記カバレッジクラス補償値に応じて、カバレッジクラ
スセル選択条件を満たすセルを、ターゲットセルとして選択するように構成された処理ユ
ニットとを備え、
　前記セルの前記信号品質は、前記セルの基準信号受信電力値、および前記セルの基準信
号受信品質値を含み、
　前記カバレッジクラスセル選択条件は、セル選択受信レベル、およびセル選択品質値を
使用することにより設定され、前記セル選択受信レベルは、前記セルの前記基準信号受信
電力値と、前記セルの測定された基準信号受信電力閾値とに基づいて決定され、前記セル
選択品質値は、前記セルの前記基準信号受信品質値および前記セルの測定された基準信号
受信品質閾値に基づいて決定され、前記基準信号受信電力閾値および基準信号受信品質閾
値の各々は、前記カバレッジクラス補償値を使用することにより決定される
　ことを特徴とするセル選択装置。
【請求項２】
　前記カバレッジクラスセル選択条件は、以下の式（１）～（４）で表され、
　Ｓrxlev＞０　（１）、
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　Ｓqual＞０　（２）、
　Ｓrxlev＝Ｑrxlevmeas－（Ｑrxlevmin＋Ｑrxlevminoffset＋Ｑcoverageclassoffset）
－Ｐcompensation　（３）、および
　Ｓqual＝Ｑqualmeas－（Ｑqualmin＋Ｑqualminoffset＋Ｑcoverageclassoffset）　（
４）、ここで、
　式（１）において、Ｓrxlevは前記セル選択受信レベルを表し、
　式（２）において、Ｑrxlevmeasは前記セルの測定された基準信号受信電力値を表し、
　式（３）において、（Ｑrxlevmin＋Ｑrxlevminoffset＋Ｑcoverageclassoffset）－Ｐc

ompensationは、前記セルの基準信号受信電力閾値を表し、Ｑrxlevminは前記セルにおい
て必要とされる最低の受信レベルを表し、ＱrxlevminoffsetはＱrxlevminのオフセットを
表し、Ｑcoverageclassoffsetは、前記ネットワーク側によって前記セルに対してあらか
じめ構成されているカバレッジクラス補償値を表し、Ｐcompensationは（ＰEMAX－ＰPowe

rClass）と０との間の最大値を表し、ＰEMAXはアップリンク送信を遂行しているユーザ機
器の最大の送信電力を表し、ＰPowerClassは前記ユーザ機器の最大の無線周波数出力電力
を表し、
　式（４）において、Ｓqualはセル選択品質値を表し、Ｑqualmeasは、前記セルの測定さ
れた基準信号の受信された品質値を表し、（Ｑqualmin＋Ｑqualminoffset＋Ｑcoveragecl

assoffset）は、前記セルの測定された基準信号の受信された品質閾値を表し、Ｑqualmin

は前記セルの必要とされる最低の品質レベルを表し、ＱqualminoffsetはＱqualminのオフ
セットを表し、Ｑcoverageclassoffsetは、ネットワーク側によってセルに対してあらか
じめ構成されているカバレッジクラス補償値を表す
　ことを特徴とする請求項１に記載のセル選択装置。
【請求項３】
　前記取得ユニットは、前記セルが、拡張されたカバレッジエリアが存在する拡張された
カバレッジセルおよび拡張されたカバレッジエリアが存在しないノーマルセルを備えると
き、ゼロまたはデフォルト値である前記ノーマルセルのカバレッジクラス補償値を取得す
るように特に構成されていることを特徴とする請求項１または２に記載の装置。
【請求項４】
　前記装置は、
　前記取得ユニットが前記ネットワーク側によって前記セルに対してあらかじめ構成され
ている前記カバレッジクラス補償値を取得する前に、ユーザ機器が、拡張されたカバレッ
ジエリアが存在する拡張されたカバレッジセルにキャンプすることをサポートしていると
判定するように構成された判定ユニットをさらに備えることを特徴とする請求項１乃至３
のいずれか一項に記載の装置。
【請求項５】
　ユーザ機器が現在位置しているキャンピングセル、および前記キャンピングセルの近隣
セルの信号品質を測定して、ネットワーク側によって前記キャンピングセルおよび前記近
隣セルに対してあらかじめ構成されているカバレッジクラス補償値を取得するように構成
された取得ユニットと、
　前記取得ユニットによって測定された前記キャンピングセルおよび前記近隣セルの前記
信号品質、ならびに前記取得ユニットによって取得された前記キャンピングセルおよび前
記近隣セルの前記カバレッジクラス補償値に応じて、前記近隣セルから、カバレッジクラ
スセル再選択条件を満たすセルを、ターゲットセルとして選択するように構成された処理
ユニットと
　を備え、
　前記カバレッジクラスセル再選択条件は、前記近隣セルの信号品質レベル、および前記
キャンピングセルの信号品質レベルに基づいて決定され、前記キャンピングセルの信号品
質レベルは、前記キャンピングセルの信号品質における基準信号受信電力値と、前記キャ
ンピングセルの前記基準信号受信電力値のヒステリシス値と、前記キャンピングセルに対
する前記ネットワーク側によってあらかじめ構成された前記カバレッジクラス補償値とに
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基づいて決定され、前記近隣セルの信号品質レベルは、前記近隣セルの前記信号品質にお
ける基準信号受信電力値と、オフセットとを使用することにより決定され、前記オフセッ
トは、前記ユーザ機器が現在位置する前記キャンピングセルと前記近隣セルとの間のオフ
セット値を表す
　ことを特徴とするセル再選択装置。
【請求項６】
　前記カバレッジクラスセル再選択条件は、以下の式（１）～（３）で表され、
　Ｒn＞Ｒs　（１）
　Ｒs＝Ｑmeas,s＋ＱHyst－Ｑcoverageclassoffset,s　（２）、および
　Ｒn＝Ｑmeas,n－Ｑoffset－Ｑcoverageclassoffset,n　（３）、ここで、
　式（１）において、Ｒnは前記近隣セルの信号品質レベルを表し、
　式（２）において、Ｒsは前記キャンピングセルの信号品質レベルを表し、Ｑmeas,sは
、前記キャンピングセルの前記信号品質における基準信号受信電力値を表し、ＱHystは、
前記キャンピングセルの前記基準信号受信電力値のヒステリシス値を表し、Ｑcoveragecl

assoffset,sは、前記ネットワーク側によって前記キャンピングセルに対してあらかじめ
構成されている前記カバレッジクラス補償値を表し、
　式（３）において、Ｑmeas,nは、前記近隣セルの前記信号品質における基準信号受信電
力値を表し、Ｑoffsetは、前記ユーザ機器が現在位置する前記キャンピングセルと前記近
隣セルとの間のオフセット値を表し、Ｑcoverageclassoffset,nは、前記ネットワーク側
によって前記近隣セルに対してあらかじめ構成されている前記カバレッジクラス補償値を
表すことを特徴とする請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　前記取得ユニットが前記近隣セルの信号品質を測定して、前記ネットワーク側によって
前記近隣セルに対してあらかじめ構成されている前記カバレッジクラス補償値を取得する
前に、前記ネットワーク側によって送信された近隣セルリストを受信する受信ユニットで
あって、前記近隣セルリストが近隣セル識別子を搬送する、受信ユニットをさらに備え、
　前記取得ユニットは、前記受信ユニットによって受信された前記近隣セルリストにおい
て搬送されたそれぞれの近隣セル識別子に対応する近隣セルの信号品質を測定して、前記
近隣セルリストにおいて搬送されたそれぞれの近隣セル識別子に対応する前記近隣セルに
対して前記ネットワーク側によってあらかじめ構成されているカバレッジクラス補償値を
取得するように特に構成されていることを特徴とする請求項５または６に記載の装置。
【請求項８】
　前記取得ユニットは、
　前記ネットワーク側によってそれぞれの近隣セルに対して構成された再選択優先度情報
を取得するようにさらに構成され、拡張されたカバレッジエリアが存在する拡張されたカ
バレッジセルの再選択優先度は、拡張されたカバレッジエリアが存在しないノーマルセル
の再選択優先度よりも低く、前記拡張されたカバレッジセルおよび前記ノーマルセルは前
記近隣セルに備えられ、
　前記処理ユニットは、前記取得ユニットによって測定された前記キャンピングセルおよ
び前記近隣セルの前記信号品質、前記取得ユニットによって取得された前記キャンピング
セルおよび前記近隣セルの前記カバレッジクラス補償値、ならびに前記近隣セルの前記再
選択優先度に応じて、前記近隣セルから前記ターゲットセルを選択するように特に構成さ
れていることを特徴とする請求項５乃至７のいずれか一項に記載の装置。
【請求項９】
　セルの信号品質を測定して、ネットワーク側によってそれぞれのセルに対してあらかじ
め構成されているカバレッジクラス補償値を取得することと、
　前記セルの前記測定された信号品質、およびそれぞれのセルの前記取得されたカバレッ
ジクラス補償値に応じて、カバレッジクラスセル選択条件を満たすセルを、ターゲットセ
ルとして選択することとを備え、
　前記セルの前記信号品質は、前記セルの基準信号受信電力値、および前記セルの基準信
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号受信品質値を含み、
　前記カバレッジクラスセル選択条件は、セル選択受信レベル、およびセル選択品質値を
使用することにより設定され、前記セル選択受信レベルは、前記セルの前記基準信号受信
電力値と、前記セルの測定された基準信号受信電力閾値とに基づいて決定され、前記セル
選択品質値は、前記セルの基準信号受信品質値と、前記セルの測定された基準信号受信品
質閾値とに基づいて決定され、前記基準信号受信電力閾値および前記基準信号受信品質閾
値の各々は、前記カバレッジクラス補償値を使用することにより決定される
　ことを特徴とするセル選択方法。
【請求項１０】
　前記カバレッジクラスセル選択条件は、以下の式（１）～（４）で表され、
　Ｓrxlev＞０　（１）、
　Ｓqual＞０　（２）、
　Ｓrxlev＝Ｑrxlevmeas－（Ｑrxlevmin＋Ｑrxlevminoffset＋Ｑcoverageclassoffset）
－Ｐcompensation　（３）、および
　Ｓqual＝Ｑqualmeas－（Ｑqualmin＋Ｑqualminoffset＋Ｑcoverageclassoffset）　（
４）、ここで、
　式（１）において、Ｓrxlevは前記セル選択受信レベルを表し、
　式（２）において、Ｑrxlevmeasは前記セルの測定された基準信号受信電力値を表し、
　式（３）において、（Ｑrxlevmin＋Ｑrxlevminoffset＋Ｑcoverageclassoffset）－Ｐc

ompensationは、前記セルの基準信号受信電力閾値を表し、Ｑrxlevminは前記セルにおい
て必要とされる最低の受信レベルを表し、ＱrxlevminoffsetはＱrxlevminのオフセットを
表し、Ｑcoverageclassoffsetは、前記ネットワーク側によって前記セルに対してあらか
じめ構成されているカバレッジクラス補償値を表し、Ｐcompensationは（ＰEMAX－ＰPowe

rClass）と０との間の最大値を表し、ＰEMAXはアップリンク送信を遂行しているユーザ機
器の最大の送信電力を表し、ＰPowerClassは前記ユーザ機器の最大の無線周波数出力電力
を表し、
　式（４）において、Ｓqualはセル選択品質値を表し、Ｑqualmeasは、前記セルの測定さ
れた基準信号の受信された品質値を表し、（Ｑqualmin＋Ｑqualminoffset＋Ｑcoveragecl

assoffset）は、前記セルの測定された基準信号の受信された品質閾値を表し、Ｑqualmin

は前記セルの必要とされる最低の品質レベルを表し、ＱqualminoffsetはＱqualminのオフ
セットを表し、Ｑcoverageclassoffsetは、ネットワーク側によってセルに対してあらか
じめ構成されているカバレッジクラス補償値を表すことを特徴とする請求項９に記載の方
法。
【請求項１１】
　前記セルが、拡張されたカバレッジエリアが存在する拡張されたカバレッジセル、およ
び拡張されたカバレッジエリアが存在しないノーマルセルを備えるとき、前記ノーマルセ
ルの前記取得されるカバレッジクラス補償値は、ゼロまたはデフォルト値であることを特
徴とする請求項９または１０に記載の方法。
【請求項１２】
　ネットワーク側によってセルに対してあらかじめ構成されているカバレッジクラス補償
値を前記取得することの前に、
　拡張されたカバレッジエリアが存在する拡張されたカバレッジセルにキャンプすること
をユーザ機器がサポートしていると判定することをさらに備えることを特徴とする請求項
９乃至１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　ユーザ機器が現在位置しているキャンピングセルおよび前記キャンピングセルの近隣セ
ルの信号品質を測定して、ネットワーク側によって前記キャンピングセルおよび前記近隣
セルに対してあらかじめ構成されているカバレッジクラス補償値を取得することと、
　前記キャンピングセルおよび前記近隣セルの前記測定された信号品質、ならびに前記キ
ャンピングセルおよび前記近隣セルの前記取得されたカバレッジクラス補償値に応じて、
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前記近隣セルから、カバレッジクラスセル再選択条件を満たすセルを、ターゲットセルと
して選択することと
　を備え、
　前記カバレッジクラスセル再選択条件は、前記近隣セルの信号品質レベル、および前記
キャンピングセルの信号品質レベルに基づいて決定され、前記キャンピングセルの信号品
質レベルは、前記キャンピングセルの信号品質における基準信号受信電力値と、前記キャ
ンピングセルの前記基準信号受信電力値のヒステリシス値と、前記キャンピングセルに対
する前記ネットワーク側によってあらかじめ構成された前記カバレッジクラス補償値とに
基づいて決定され、前記近隣セルの信号品質レベルは、前記近隣セルの前記信号品質にお
ける基準信号受信電力値と、オフセットとを使用することにより決定され、前記オフセッ
トは、前記ユーザ機器が現在位置する前記キャンピングセルと前記近隣セルとの間のオフ
セット値を表す
　ことを特徴とするセル再選択方法。
【請求項１４】
　前記カバレッジクラスセル再選択条件は、以下の式（１）～（３）で表され、
　Ｒn＞Ｒs　（１）
　Ｒs＝Ｑmeas,s＋ＱHyst－Ｑcoverageclassoffset,s　（２）、および
　Ｒn＝Ｑmeas,n－Ｑoffset－Ｑcoverageclassoffset,n　（３）、ここで、
　式（１）において、Ｒnは前記近隣セルの信号品質レベルを表し、
　式（２）において、Ｒsは前記キャンピングセルの信号品質レベルを表し、Ｑmeas,sは
、前記キャンピングセルの前記信号品質における基準信号受信電力値を表し、ＱHystは、
前記キャンピングセルの前記基準信号受信電力値のヒステリシス値を表し、Ｑcoveragecl

assoffset,sは、前記ネットワーク側によって前記キャンピングセルに対してあらかじめ
構成されている前記カバレッジクラス補償値を表し、
　式（３）において、Ｑmeas,nは、前記近隣セルの前記信号品質における基準信号受信電
力値を表し、Ｑoffsetは、前記ユーザ機器が現在位置する前記キャンピングセルと前記近
隣セルとの間のオフセット値を表し、Ｑcoverageclassoffset,nは、前記ネットワーク側
によって前記近隣セルに対してあらかじめ構成されている前記カバレッジクラス補償値を
表すことを特徴とすることを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　近隣セルの信号品質を測定して、ネットワーク側によって前記近隣セルに対してあらか
じめ構成されているカバレッジクラス補償値を前記取得することの前に、前記方法は、
　前記ネットワーク側によって送信された近隣セルリストを受信することであって、前記
近隣セルリストが近隣セル識別子を搬送する、ことをさらに備え、
　近隣セルの信号品質を前記測定して、ネットワーク側によって前記近隣セルに対してあ
らかじめ構成されているカバレッジクラス補償値を取得することは、
　前記受信された近隣セルリストで搬送されたそれぞれの近隣セル識別子に対応する近隣
セルの信号品質を測定して、前記近隣セルリストで搬送されたそれぞれの近隣セル識別子
に対応する前記近隣セルに対して前記ネットワーク側によってあらかじめ構成されている
カバレッジクラス補償値を取得することを特に備えることを特徴とする請求項１３または
１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記方法は、
　前記ネットワーク側によってそれぞれの近隣セルに対して構成された再選択優先度情報
を取得することであって、拡張されたカバレッジエリアが存在する拡張されたカバレッジ
セルの再選択優先度は、拡張されたカバレッジエリアが存在しないノーマルセルの再選択
優先度よりも低く、前記拡張されたカバレッジセルおよび前記ノーマルセルは、前記近隣
セルに備えられている、ことをさらに備え、
　前記キャンピングセルおよび前記近隣セルの前記測定された信号品質、ならびに前記キ
ャンピングセルおよび前記近隣セルの前記取得されたカバレッジクラス補償値に応じて、
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前記近隣セルからターゲットセルを前記選択することは、
　前記キャンピングセルおよび前記近隣セルの前記測定された信号品質、前記キャンピン
グセルおよび前記近隣セルの前記取得されたカバレッジクラス補償値、ならびに前記近隣
セルの前記再選択優先度情報に応じて、前記近隣セルから前記ターゲットセルを選択する
ことを特に備えることを特徴とする請求項１３乃至１５のいずれか一項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は通信技術の分野に関し、詳細にはセルの選択および再選択の方法および装置に
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　マシンツーマシン（Ｍａｃｈｉｎｅ　ｔｏ　Ｍａｃｈｉｎｅ、略してＭ２Ｍ）すなわち
ＭＴＣ（Ｍａｃｈｉｎｅ　Ｔｙｐｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）は、ワイヤレスネッ
トワークを使用することにより、１つのマシンから別のマシンへの情報およびデータの送
信を指す。マシンツーマシンは、インテリジェント輸送、ビルディング制御システム、ス
マートホーム制御システム、ビデオ監視システム、産業用の監視および測定などを含む複
数の分野に広く適用されている。情報産業における、コンピュータ、インターネット、お
よび移動通信ネットワークに続く第４の革命として、マシンツーマシン産業は将来のネッ
トワークのための進展方向にある。一般的なネットワーク構成は図１に示される。
【０００３】
　センサ、電力量計、および製品などのＭ２Ｍデバイスの配備位置は、片隅または地下な
どの不十分なカバレッジを伴う場所にあり得る。２０２２年までに、このカバレッジタイ
プのユーザ機器の量が１５億５０００万に到達するであろうと予測されている。不十分な
カバレッジを伴うエリアに位置するこれらのデバイスが首尾よくＭ２Ｍネットワークを使
用することを可能にするために、Ｍ２Ｍネットワークのカバレッジは、現在のセルラーネ
ットワークのものよりもより優れている必要がある。したがって、Ｍ２Ｍネットワークの
カバレッジは２０ｄＢまで増加される必要がある。
【０００４】
　２０ｄＢのカバレッジ利得の条件を満たすために、狭帯域システムは、時間領域スペク
トル拡散の方式でセルカバレッジを拡張する。拡張されたカバレッジエリアが存在するセ
ルは、拡張されたカバレッジセルと称されることがあり、拡張されたカバレッジエリアが
存在しないセルはノーマルセルと称されることがある。図２に示されている拡張されたカ
バレッジセルでは、エリアＡは、拡張されたカバレッジセルのノーマルのカバレッジエリ
アであり、エリアＡについてはスペクトル拡散が不要であり（１Ｘと称される）、エリア
Ｂ／Ｃは、拡張されたカバレッジセルの拡張されたカバレッジエリアであり、エリアＢ／
Ｃについてはスペクトル拡散の方式が使用される必要があり、ここでは、エリアＢ／Ｃに
おいて使用されるスペクトル拡散倍数は、それぞれ８／６４（８Ｘおよび６４Ｘと称され
る）である。ユーザ機器（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ、略してＵＥ）によって選択さ
れる必要があるセルには、拡張されたカバレッジセルとノーマルセルの両方が存在するこ
とがある。拡張されたカバレッジセルとノーマルセルの両方を含む測定されたセルは、マ
ルチカバレッジクラスセルと称される。ノーマルセルしか含まない測定されたセルは、シ
ングルカバレッジクラスセルと称される。
【０００５】
　ネットワークカバレッジ拡張のために、ノーマルセルと拡張されたカバレッジセルとの
間にオーバーラップするエリアが確実に存在する。たとえば、図３に示されるように、エ
リアＡおよびエリアＢに位置しているセルは拡張されたカバレッジセルであり、ここでは
エリアＡはノーマルのカバレッジエリアであり、エリアＢは拡張されたカバレッジエリア
である。たとえばＢにおいて使用されるスペクトル拡散倍数は８である（８Ｘと称される
）。エリアＣが位置するセルはノーマルセルである。ＵＥがエリアＢとエリアＣの両方に
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よってカバーされたエリアに位置していて、拡張されたカバレッジエリアＢにおいてスペ
クトル拡散の態様が使用される必要があり、ここではたとえばＢにおいて使用されるスペ
クトル拡散倍数が８であるとき（８Ｘと称される）、データは、ユーザ機器がエリアＢに
キャンプするとき、８回繰り返し受信される、または測定される必要がある。拡張された
カバレッジセルに固有のセルの選択および再選択の方法は、従来技術には存在しない。拡
張されたカバレッジセルおよび標準のカバレッジセルが存在する図３に示されているケー
スでは、既存のセルの選択および再選択の方法によれば、拡張されたカバレッジセルが直
接選択され得てデータが繰り返し受信され、このことは資源の浪費および消費電力の増加
をもたらす。
【発明の概要】
【０００６】
　本発明の実施形態は、存在しているセルの選択および再選択の方法を使用することによ
るデータの繰り返される受信により資源の浪費および消費電力の増加をもたらすという従
来技術に既存の問題を解決するために、セルの選択および再選択の方法および装置を提供
する。
【０００７】
　第１の態様によれば、本発明の実施形態はセル選択装置を提供し、装置は、
　セルの信号品質を測定して、ネットワーク側によってセルに対してあらかじめ構成され
ているカバレッジクラス補償値を取得するように構成された取得ユニットと、
　取得ユニットによって測定されたセルの信号品質、および取得ユニットによって取得さ
れたセルのカバレッジクラス補償値に応じてターゲットセルを選択するように構成された
処理ユニットとを含む。
【０００８】
　第１の態様に関して、第１の態様の第１の可能な実装態様では、処理ユニットは、
　取得ユニットによって取得されたセルの信号品質がセルの信号品質閾値よりも優れてい
る場合、セルを、カバレッジクラスセル選択条件を満たすセルとして使用し、セルの信号
品質閾値は、セルの受信された最小の信号閾値、およびセルのカバレッジクラス補償値に
応じて判定され、
　カバレッジクラスセル選択条件を満たすセルを、ターゲットセルとして使用するように
特に構成されている。
【０００９】
　第１の態様の第１の可能な実装態様に関して、第１の態様の第２の可能な実装態様では
、処理ユニットは、セルの信号品質が、セルの基準信号受信電力およびセルの基準信号の
受信された品質値を含むとき、以下のカバレッジクラスセル選択条件、すなわち、
　Ｓrxlev＞０、かつＳqual＞０で、
　Ｓrxlev＝Ｑrxlevmeas－（Ｑrxlevmin＋Ｑrxlevminoffset＋Ｑcoverageclassoffset）
－Ｐcompensation、かつ、
　Ｓqual＝Ｑqualmeas－（Ｑqualmin＋Ｑqualminoffset＋Ｑcoverageclassoffset）、こ
こで、
　Ｓrxlevはセル選択受信レベルを表し、Ｑrxlevmeasはセルの測定された基準信号受信電
力値を表し、（Ｑrxlevmin＋Ｑrxlevminoffset＋Ｑcoverageclassoffset）－Ｐcompensat

ionは、セルの基準信号受信電力閾値を表し、Ｑrxlevminはセルにおいて必要とされる最
低の受信レベルを表し、ＱrxlevminoffsetはＱrxlevminのオフセットを表し、Ｑcoverage

classoffsetは、ネットワーク側によってセルに対してあらかじめ構成されているカバレ
ッジクラス補償値を表し、Ｐcompensationは（ＰEMAX－ＰPowerClass）と０の間の最大値
を表し、ＰEMAXはアップリンク送信を遂行しているユーザ機器の最大の送信電力を表し、
ＰPowerClassはユーザ機器の最大の無線周波数出力電力を表し、
　Ｓqualはセル選択品質値を表し、Ｑqualmeasは、セルの測定された基準信号の受信され
た品質値（measured reference signal received quality value）を表し、（Ｑqualmin

＋Ｑqualminoffset＋Ｑcoverageclassoffset）は、セルの測定された基準信号の受信され
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た品質閾値（measured reference signal received quality threshold）を表し、Ｑqual

minはセルの必要とされる最低の品質レベルを表し、ＱqualminoffsetはＱqualminのオフ
セットを表し、Ｑcoverageclassoffsetは、ネットワーク側によってセルに対してあらか
じめ構成されているカバレッジクラス補償値を表す
　を満たすセルを、ターゲットセルとして使用するように特に構成されている。
【００１０】
　第１の態様、ならびに第１の態様の第１および第２の可能な実装態様のうちの任意の１
つに関して、第１の態様の第３の可能な実装態様では、取得ユニットは、セルが、拡張さ
れたカバレッジエリアが存在する拡張されたカバレッジセル、および拡張されたカバレッ
ジエリアが存在しないノーマルセルを含むとき、ゼロまたはデフォルト値であるノーマル
セルのカバレッジクラス補償値を取得するように特に構成されている。
【００１１】
　第１の態様、および第１の態様の第１から第３までの可能な実装態様のうちの任意の１
つに関して、第１の態様の第４の可能な実装態様では、装置は、
　取得ユニットがネットワーク側によってセルに対してあらかじめ構成されているカバレ
ッジクラス補償値を取得する前に、拡張されたカバレッジエリアが存在する拡張されたカ
バレッジセルにキャンプすることをユーザ機器がサポートしていると判定するように構成
された判定ユニットをさらに含む。
【００１２】
　第２の態様によれば、本発明の実施形態はセル再選択装置を提供し、装置は、
　ユーザ機器が現在位置しているキャンピングセル、およびキャンピングセルの近隣セル
の信号品質を測定して、ネットワーク側によってキャンピングセルおよび近隣セルに対し
てあらかじめ構成されているカバレッジクラス補償値を取得するように構成された取得ユ
ニットと、
　取得ユニットによって測定されたキャンピングセルおよび近隣セルの信号品質、ならび
に取得ユニットによって取得されたキャンピングセルおよび近隣セルのカバレッジクラス
補償値に応じて、近隣セルからターゲットセルを選択するように構成された処理ユニット
とを含む。
【００１３】
　第２の態様に関して、第２の態様の第１の可能な実装態様では、処理ユニットは、近隣
セルから特定条件を満たす近隣セルを選択するように特に構成されており、
　それぞれの選択された近隣セルについて、この近隣セルがカバレッジクラスセル再選択
条件を満たすかどうか判定し、カバレッジクラスセル再選択条件は、近隣セルの信号品質
レベルが、規定された時間間隔内でキャンピングセルの信号品質レベルよりも優れている
ことであり、近隣セルの信号品質レベルは、近隣セルの信号品質および近隣セルのカバレ
ッジクラス補償値に応じて判定され、キャンピングセルの信号品質レベルは、キャンピン
グセルの信号品質およびキャンピングセルのカバレッジクラス補償値に応じて判定され、
　選択された近隣セルにおいて、カバレッジクラスセル再選択条件を満たす近隣セルを、
ターゲットセルとして使用する。
【００１４】
　第２の態様の第１の可能な実装態様に関して、第２の態様の第２の可能な実装態様では
、処理ユニットは、選択されたセルにおいて、以下のカバレッジクラスセル再選択条件、
すなわち、
　規定された時間間隔の範囲内で、Ｒn＞Ｒs、
　Ｒs＝Ｑmeas,s＋ＱHyst－Ｑcoverageclassoffset,s、かつ
　Ｒn＝Ｑmeas,n－Ｑoffset－Ｑcoverageclassoffset,n、ここで、
　Ｒnは近隣セルの信号品質レベルを表し、Ｒsはキャンピングセルの信号品質レベルを表
し、
　Ｑmeas,sは、キャンピングセルの信号品質における基準信号受信電力値を表し、ＱHyst

は、キャンピングセルの基準信号受信電力値のヒステリシス値を表し、Ｑcoverageclasso
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ffset,sは、ネットワーク側によってキャンピングセルに対してあらかじめ構成されてい
るカバレッジクラス補償値を表し、
　Ｑmeas,nは、近隣セルの信号品質における基準信号受信電力値を表し、Ｑoffsetは、ユ
ーザ機器が現在位置するキャンピングセルと近隣セルとの間のオフセット値を表し、Ｑco

verageclassoffset,nは、ネットワーク側によって近隣セルに対してあらかじめ構成され
ているカバレッジクラス補償値を表す
　を満たす近隣セルを、ターゲットセルとして使用するように構成されている。
【００１５】
　第２の態様の第１または第２の可能な実装態様に関して、第２の態様の第３の可能な実
装態様では、処理ユニットは、
　近隣セルからの受信されたセルの最小の信号閾値よりも優れた信号品質を有する近隣セ
ルを選択する、または、
　信号品質が、近隣セルからのセルの信号品質閾値よりも優れた近隣セルを選択し、セル
の信号品質閾値は、セルの受信された最小の信号閾値およびセルのカバレッジクラス補償
値に応じて判定されるように特に構成されている。
【００１６】
　第２の態様、および第２の態様の第１から第３までの可能な実装態様のうちの任意の１
つに関して、第２の態様の第４の可能な実装態様では、装置は、
　取得ユニットが、近隣セルの信号品質を測定して、ネットワーク側によって近隣セルに
対してあらかじめ構成されているカバレッジクラス補償値を取得する前に、ネットワーク
側によって送信された近隣セルリストを受信するように構成された受信ユニットをさらに
備え、近隣セルリストが近隣セル識別子を搬送し、
　取得ユニットは、受信ユニットによって受信された近隣セルリストで搬送されたそれぞ
れの近隣セル識別子に対応する近隣セルの信号品質を測定して、近隣セルリストで搬送さ
れたそれぞれの近隣セル識別子に対応する近隣セルに対してネットワーク側によってあら
かじめ構成されているカバレッジクラス補償値を取得するように特に構成されている。
【００１７】
　第２の態様、ならびに第２の態様の第１から第４までの可能な実装態様のうちの任意の
１つに関して、第２の態様の第５の可能な実装態様では、取得ユニットは、ネットワーク
側によってそれぞれの近隣セルに対して構成されている再選択優先度情報を取得するよう
にさらに構成され、拡張されたカバレッジエリアが存在する拡張されたカバレッジセルの
再選択優先度は、拡張されたカバレッジエリアが存在しないノーマルセルの再選択優先度
よりも低く、拡張されたカバレッジセルおよびノーマルセルは近隣セルに含まれており、
　処理ユニットは、取得ユニットによって測定されたキャンピングセルおよび近隣セルの
信号品質、取得ユニットによって取得されたキャンピングセルおよび近隣セルのカバレッ
ジクラス補償値、ならびに近隣セルの再選択優先度に応じて、近隣セルからターゲットセ
ルを選択するように特に構成されている。
【００１８】
　第２の態様の第５の可能な実装態様に関して、第２の態様の第６の可能な実装態様では
、処理ユニットは、近隣セルが、再選択優先度がユーザ機器の現在位置するキャンピング
セルの再選択優先度よりも高い近隣セルを含むと判定されたとき、判定された近隣セルか
ら、カバレッジクラスセル選択条件を満たす近隣セルを、ターゲットセルとして使用する
ように特に構成されており、カバレッジクラスセル選択条件は、近隣セルの信号品質が近
隣セルの信号品質閾値よりも優れていることを満たすことであり、近隣セルの信号品質閾
値は、受信された近隣セルの最小の信号閾値、および近隣セルのカバレッジクラス補償値
に応じて判定され、または、
　再選択優先度がキャンピングセルの再選択優先度よりも高い近隣セルには、カバレッジ
クラスセル選択条件を満たすものがないと判定された場合、もしくは、近隣セルは、再選
択優先度がユーザ機器の現在位置するキャンピングセルの再選択優先度よりも高い近隣セ
ルを含まないと判定された場合に、キャンピングセルの信号品質が、規定された時間間隔
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内で規定された閾値よりも低いと判定されたとき、再選択優先度がキャンピングセルの再
選択優先度よりも高くない近隣セルからカバレッジクラスセル選択条件を満たす近隣セル
を選択して、選択された近隣セルがカバレッジクラスセル再選択条件を満たすときに、近
隣セルをターゲットセルとして使用するように特に構成され、
　カバレッジクラスセル再選択条件は、近隣セルの信号品質レベルが、規定された時間間
隔内でキャンピングセルの信号品質レベルよりも優れていることであり、近隣セルの信号
品質レベルは、近隣セルの信号品質および近隣セルのカバレッジクラス補償値に応じて判
定され、キャンピングセルの信号品質レベルは、キャンピングセルの信号品質およびキャ
ンピングセルのカバレッジクラス補償値に応じて判定される。
【００１９】
　第２の態様の第３から第６までの可能な実装態様に関して、第２の態様の第７の可能な
実装態様では、処理ユニットは、セルの信号品質がセルの基準信号受信電力値とセルの基
準信号の受信された品質値とを含み、かつ、信号品質がセルの信号品質閾値よりも優れて
いる近隣セルが、近隣セルから選択されるとき、近隣セルから、以下のカバレッジクラス
セル選択条件、すなわち、
　Ｓrxlev＞０、かつＳqual＞０、
　Ｓrxlev＝Ｑrxlevmeas－（Ｑrxlevmin＋Ｑrxlevminoffset＋Ｑcoverageclassoffset）
－Ｐcompensation、かつ、
　Ｓqual＝Ｑqualmeas－（Ｑqualmin＋Ｑqualminoffset＋Ｑcoverageclassoffset）、こ
こで、
　Ｓrxlevはセル選択受信レベルを表し、Ｑrxlevmeasはセルの測定された基準信号受信電
力値を表し、（Ｑrxlevmin＋Ｑrxlevminoffset＋Ｑcoverageclassoffset）－Ｐcompensat

ionは、セルの基準信号受信電力閾値を表し、Ｑrxlevminはセルにおいて必要とされる最
低の受信レベルを表し、ＱrxlevminoffsetはＱrxlevminのオフセットを表し、Ｑcoverage

classoffsetは、ネットワーク側によってそれぞれのセルに対してあらかじめ構成されて
いるカバレッジクラス補償値を表し、Ｐcompensationは（ＰEMAX－ＰPowerClass）と０の
間の最大値を表し、ＰEMAXはアップリンク送信を遂行しているユーザ機器の最大の送信電
力を表し、ＰPowerClassはユーザ機器の最大の無線周波数出力電力を表し、
　Ｓqualはセル選択品質値を表し、Ｑqualmeasは、セルの測定された基準信号の受信され
た品質値を表し、（Ｑqualmin＋Ｑqualminoffset＋Ｑcoverageclassoffset）は、セルの
測定された基準信号の受信された品質閾値を表し、Ｑqualminはセルの必要とされる最低
の品質レベルを表し、ＱqualminoffsetはＱqualminのオフセットを表し、Ｑcoverageclas

soffsetは、ネットワーク側によってそれぞれのセルに対してあらかじめ構成されている
カバレッジクラス補償値を表す
　を満たす近隣セルを選択するように特に構成されている。
【００２０】
　第２の態様、および第２の態様の第１から第７までの可能な実装態様のうちの任意の１
つに関して、第２の態様の第８の可能な実装態様では、取得ユニットは、セルが、拡張さ
れたカバレッジエリアが存在する拡張されたカバレッジセルおよび拡張されたカバレッジ
エリアが存在しないノーマルセルを含むとき、ゼロまたはデフォルト値であるノーマルセ
ルのカバレッジクラス補償値を取得するように特に構成されている。
【００２１】
　第２の態様、および第２の態様の第１から第８までの可能な実装態様のうちの任意の１
つに関して、第２の態様の第９の可能な実装態様では、装置は、
　取得ユニットが、ネットワーク側によって近隣セルに対してあらかじめ構成されている
カバレッジクラス補償値を取得する前に、拡張されたカバレッジエリアが存在する拡張さ
れたカバレッジセルにキャンプすることをユーザ機器がサポートしていると判定するよう
に構成された判定ユニットをさらに含む。
【００２２】
　第３の態様によれば、本発明の実施形態はセル選択装置をさらに提供し、装置は、
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　それぞれのセルに対してカバレッジクラス補償値を構成するように構成された構成ユニ
ットと、
　構成ユニットによってそれぞれのセルに対して構成されたカバレッジクラス補償値をユ
ーザ機器へ送信するように構成された送信ユニットとを含み、カバレッジクラス補償値は
、ユーザ機器によってセルの選択／再選択を行うために使用される。
【００２３】
　第４の態様によれば、本発明の実施形態はセル選択方法を提供し、方法は、
　セルの信号品質を測定して、ネットワーク側によってそれぞれのセルに対してあらかじ
め構成されているカバレッジクラス補償値を取得することと、
　セルの測定された信号品質、およびそれぞれのセルの取得されたカバレッジクラス補償
値に応じてターゲットセルを選択することとを含む。
【００２４】
　第４の態様に関して、第４の態様の第１の可能な実装態様では、セルの測定された信号
品質、およびセルの取得されたカバレッジクラス補償値に応じてターゲットセルを選択す
ることは、
　セルの信号品質がセルの信号品質閾値よりも優れている場合、セルを、カバレッジクラ
スセル選択条件を満たすセルとして使用することであって、セルの信号品質閾値は、セル
の受信された最小の信号閾値およびセルのカバレッジクラス補償値に応じて判定される、
ことと、
　カバレッジクラスセル選択条件を満たすセルを、ターゲットセルとして使用することと
を含む。
【００２５】
　第４の態様の第１の可能な実装態様に関して、第４の態様の第２の可能な実装態様では
、セルの信号品質が、セルの基準信号受信電力およびセルの基準信号の受信された品質値
を含み、カバレッジクラスセル選択条件は、以下の式、すなわち、
　Ｓrxlev＞０、かつＳqual＞０、
　Ｓrxlev＝Ｑrxlevmeas－（Ｑrxlevmin＋Ｑrxlevminoffset＋Ｑcoverageclassoffset）
－Ｐcompensation、かつ、
　Ｓqual＝Ｑqualmeas－（Ｑqualmin＋Ｑqualminoffset＋Ｑcoverageclassoffset）、こ
こで、
　Ｓrxlevはセル選択受信レベルを表し、Ｑrxlevmeasはセルの測定された基準信号受信電
力値を表し、（Ｑrxlevmin＋Ｑrxlevminoffset＋Ｑcoverageclassoffset）－Ｐcompensat

ionは、セルの基準信号受信電力閾値を表し、Ｑrxlevminはセルにおいて必要とされる最
低の受信レベルを表し、ＱrxlevminoffsetはＱrxlevminのオフセットを表し、Ｑcoverage

classoffsetは、ネットワーク側によってセルに対してあらかじめ構成されているカバレ
ッジクラス補償値を表し、Ｐcompensationは（ＰEMAX－ＰPowerClass）と０の間の最大値
を表し、ＰEMAXはアップリンク送信を遂行しているユーザ機器の最大の送信電力を表し、
ＰPowerClassはユーザ機器の最大の無線周波数出力電力を表し、
　Ｓqualはセル選択品質値を表し、Ｑqualmeasは、セルの測定された基準信号の受信され
た品質値を表し、（Ｑqualmin＋Ｑqualminoffset＋Ｑcoverageclassoffset）は、セルの
測定された基準信号の受信された品質閾値を表し、Ｑqualminはセルの必要とされる最低
の品質レベルを表し、ＱqualminoffsetはＱqualminのオフセットを表し、Ｑcoverageclas

soffsetは、ネットワーク側によってセルに対してあらかじめ構成されているカバレッジ
クラス補償値を表す
　を満たすことである。
【００２６】
　第４の態様、および第４の態様の第１および第２の可能な実装態様のうちの任意の１つ
に関して、第４の態様の第３の可能な実装態様では、セルが、拡張されたカバレッジエリ
アが存在する拡張されたカバレッジセル、および拡張されたカバレッジエリアが存在しな
いノーマルセルを含むとき、ノーマルセルの取得されるカバレッジクラス補償値は、ゼロ
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またはデフォルト値である。
【００２７】
　第４の態様、および第４の態様の第１から第３までの可能な実装態様のうちの任意の１
つに関して、第４の態様の第４の可能な実装態様では、方法は、ネットワーク側によって
セルに対してあらかじめ構成されているカバレッジクラス補償値を取得することの前に、
　拡張されたカバレッジエリアが存在する拡張されたカバレッジセルにキャンプすること
をユーザ機器がサポートしていると判定することをさらに含む。
【００２８】
　第５の態様によれば、本発明の実施形態はセル再選択方法を提供し、方法は、
　ユーザ機器が現在位置しているキャンピングセル、およびキャンピングセルの近隣セル
の信号品質を測定して、ネットワーク側によってキャンピングセルおよび近隣セルに対し
てあらかじめ構成されているカバレッジクラス補償値を取得することと、
　キャンピングセルおよび近隣セルの測定された信号品質、ならびにキャンピングセルお
よび近隣セルの取得されたカバレッジクラス補償値に応じて、近隣セルからターゲットセ
ルを選択することとを含む。
【００２９】
　第５の態様に関して、第５の態様の第１の可能な実装態様では、キャンピングセルおよ
び近隣セルの測定された信号品質、ならびにキャンピングセルおよび近隣セルの取得され
たカバレッジクラス補償値に応じて近隣セルからターゲットセルを選択することは、
　近隣セルから特定条件を満たす近隣セルを選択することと、
　それぞれの選択された近隣セルについて、近隣セルがカバレッジクラスセル再選択条件
を満たすかどうか判定することであって、カバレッジクラスセル再選択条件は、近隣セル
の信号品質レベルが、規定された時間間隔内でキャンピングセルの信号品質レベルよりも
優れていることであり、近隣セルの信号品質レベルは、近隣セルの信号品質および近隣セ
ルのカバレッジクラス補償値に応じて判定され、キャンピングセルの信号品質レベルは、
キャンピングセルの信号品質およびキャンピングセルのカバレッジクラス補償値に応じて
判定される、ことと、
　選択された近隣セルにおいて、カバレッジクラスセル再選択条件を満たす近隣セルを、
ターゲットセルとして使用することとを含む。
【００３０】
　第５の態様の第１の可能な実装態様に関して、第５の態様の第２の可能な実装態様では
、カバレッジクラスセル再選択条件は、以下の式、すなわち、
　規定された時間間隔の範囲内で、Ｒn＞Ｒs、
　Ｒs＝Ｑmeas,s＋ＱHyst－Ｑcoverageclassoffset,s、かつ、
　Ｒn＝Ｑmeas,n－Ｑoffset－Ｑcoverageclassoffset,n、ここで、
　Ｒnは近隣セルの信号品質レベルを表し、Ｒsはキャンピングセルの信号品質レベルを表
し、
　Ｑmeas,sは、キャンピングセルの信号品質における基準信号受信電力値を表し、ＱHyst

は、キャンピングセルの基準信号受信電力値のヒステリシス値を表し、Ｑcoverageclasso

ffset,sは、ネットワーク側によってキャンピングセルに対してあらかじめ構成されてい
るカバレッジクラス補償値を表し、
　Ｑmeas,nは、近隣セルの信号品質における基準信号受信電力値を表し、Ｑoffsetは、ユ
ーザ機器が現在位置するキャンピングセルと近隣セルとの間のオフセット値を表し、Ｑco

verageclassoffset,nは、ネットワーク側によって近隣セルに対してあらかじめ構成され
ているカバレッジクラス補償値を表す
　を満たすことである。
【００３１】
　第５の態様の第１または第２の可能な実装態様に関して、第５の態様の第３の可能な実
装態様では、近隣セルから特定条件を満たす近隣セルを選択することは、
　信号品質が、近隣セルからの受信されたセルの最小の信号閾値よりも優れた近隣セルを
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選択すること、または
　信号品質が、近隣セルからのセルの信号品質閾値よりも優れた近隣セルを選択すること
であって、セルの信号品質閾値は、セルの受信された最小の信号閾値、およびセルのカバ
レッジクラス補償値に応じて判定される、ことを含む。
【００３２】
　第５の態様、および第５の態様の第１から第３までの可能な実装態様のうちの任意の１
つに関して、第５の態様の第４の可能な実装態様では、近隣セルの信号品質を測定して、
ネットワーク側によって近隣セルに対してあらかじめ構成されているカバレッジクラス補
償値を取得することの前に、方法は、
　ネットワーク側によって送信された近隣セルリストを受信することであって、近隣セル
リストが近隣セル識別子を搬送する、ことをさらに含み、
　近隣セルの信号品質を測定して、ネットワーク側によって近隣セルに対してあらかじめ
構成されているカバレッジクラス補償値を取得することは、
　受信された近隣セルリストで搬送されたそれぞれの近隣セル識別子に対応する近隣セル
の信号品質を測定して、近隣セルリストで搬送されたそれぞれの近隣セル識別子に対応す
る近隣セルに対してネットワーク側によってあらかじめ構成されているカバレッジクラス
補償値を取得することを特に含む。
【００３３】
　第５の態様、および第５の態様の第１から第４までの可能な実装態様のうちの任意の１
つに関して、第５の態様の第５の可能な実装態様では、方法は、
　それぞれの近隣セルに対してネットワーク側によって構成された再選択優先度情報を取
得することであって、拡張されたカバレッジエリアが存在する拡張されたカバレッジセル
の再選択優先度は、拡張されたカバレッジエリアが存在しないノーマルセルの再選択優先
度よりも低く、拡張されたカバレッジセルおよびノーマルセルは近隣セルに含まれている
、ことをさらに含み、
　キャンピングセルおよび近隣セルの測定された信号品質、ならびにキャンピングセルお
よび近隣セルの取得されたカバレッジクラス補償値に応じて、近隣セルからターゲットセ
ルを選択することは、キャンピングセルおよび近隣セルの測定された信号品質、キャンピ
ングセルおよび近隣セルの取得されたカバレッジクラス補償値、ならびに近隣セルの再選
択優先度情報に応じて近隣セルからターゲットセルを選択することを特に含む。
【００３４】
　第５の態様の第５の可能な実装態様に関して、第５の態様の第６の可能な実装態様では
、キャンピングセルおよび近隣セルの測定された信号品質、キャンピングセルおよび近隣
セルの取得されたカバレッジクラス補償値、ならびに近隣セルの再選択優先度情報に応じ
て、近隣セルからターゲットセルを選択することは、
　近隣セルが、再選択優先度がユーザ機器の現在位置するキャンピングセルの再選択優先
度よりも高い近隣セルを含むと判定されたとき、判定された近隣セルから、カバレッジク
ラスセル選択条件を満たす近隣セルをターゲットセルとして選択することであって、カバ
レッジクラスセル選択条件は、近隣セルの信号品質が近隣セルの信号品質閾値よりも優れ
ていることを満たすことであり、近隣セルの信号品質閾値は、受信された近隣セルの最小
の信号閾値、および近隣セルのカバレッジクラス補償値に応じて判定される、こと、また
は、
　キャンピングセルの再選択優先度よりも高い再選択優先度を有する近隣セルには、カバ
レッジクラスセル選択条件を満たすものがないと判定された場合、もしくは、近隣セルが
、ユーザ機器が現在位置するキャンピングセルの再選択優先度よりも高い再選択優先度を
有する近隣セルを含まないと判定された場合に、キャンピングセルの信号品質が、規定さ
れた時間間隔内で規定された閾値よりも低いと判定されたとき、再選択優先度がキャンピ
ングセルの再選択優先度よりも高くない近隣セルからカバレッジクラスセル選択条件を満
たす近隣セルを選択して、選択された近隣セルがカバレッジクラスセル再選択条件を満た
すときに、近隣セルをターゲットセルとして使用することを含み、
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　カバレッジクラスセル再選択条件は、近隣セルの信号品質レベルが、規定された時間間
隔内でキャンピングセルの信号品質レベルよりも優れていることであり、近隣セルの信号
品質レベルは、近隣セルの信号品質および近隣セルのカバレッジクラス補償値に応じて判
定され、キャンピングセルの信号品質レベルは、キャンピングセルの信号品質、およびキ
ャンピングセルのカバレッジクラス補償値に応じて判定される。
【００３５】
　第５の態様の第３または第６の可能な実装態様に関して、第５の態様の第７の可能な実
装態様では、セルの信号品質が、セルの基準信号受信電力値およびセルの基準信号の受信
された品質値を含み、信号品質が、近隣セルからのセルの信号品質閾値よりも優れた近隣
セルを選択することは、
　近隣セルから、以下の式、すなわち、
　Ｓrxlev＞０、かつＳqual＞０、
　Ｓrxlev＝Ｑrxlevmeas－（Ｑrxlevmin＋Ｑrxlevminoffset＋Ｑcoverageclassoffset）
－Ｐcompensation、かつ、
　Ｓqual＝Ｑqualmeas－（Ｑqualmin＋Ｑqualminoffset＋Ｑcoverageclassoffset）、こ
こで、
　Ｓrxlevはセル選択受信レベルを表し、Ｑrxlevmeasはセルの測定された基準信号受信電
力値を表し、（Ｑrxlevmin＋Ｑrxlevminoffset＋Ｑcoverageclassoffset）－Ｐcompensat

ionは、セルの基準信号受信電力閾値を表し、Ｑrxlevminはセルにおいて必要とされる最
低の受信レベルを表し、ＱrxlevminoffsetはＱrxlevminのオフセットを表し、Ｑcoverage

classoffsetは、ネットワーク側によってそれぞれのセルに対してあらかじめ構成されて
いるカバレッジクラス補償値を表し、Ｐcompensationは（ＰEMAX－ＰPowerClass）と０の
間の最大値を表し、ＰEMAXはアップリンク送信を遂行しているユーザ機器の最大の送信電
力を表し、ＰPowerClassはユーザ機器の最大の無線周波数出力電力を表し、
　Ｓqualはセル選択品質値を表し、Ｑqualmeasは、セルの測定された基準信号の受信され
た品質値を表し、（Ｑqualmin＋Ｑqualminoffset＋Ｑcoverageclassoffset）は、セルの
測定された基準信号の受信された品質閾値を表し、Ｑqualminはセルの必要とされる最低
の品質レベルを表し、ＱqualminoffsetはＱqualminのオフセットを表し、Ｑcoverageclas

soffsetはネットワーク側によってそれぞれのセルに対してあらかじめ構成されているカ
バレッジクラス補償値を表す
　を満たす近隣セルを選択することを含む。
【００３６】
　第５の態様ならびに第５の態様の第１から第７までの可能な実装態様態様のうちの任意
の１つに関して、第５の態様の第８の可能な実装態様では、セルが、拡張されたカバレッ
ジエリアが存在する拡張されたカバレッジセルおよび拡張されたカバレッジエリアが存在
しないノーマルセルを含むときに、ネットワーク側によってノーマルセルに対してあらか
じめ構成されている取得されるカバレッジクラス補償値は、ゼロまたはデフォルト値であ
る。
【００３７】
　第５の態様、および第５の態様の第１から第８までの可能な実装態様のうちの任意の１
つに関して、第５の態様の第９の可能な実装態様では、方法は、
　拡張されたカバレッジエリアが存在する拡張されたカバレッジセルにキャンプすること
をユーザ機器がサポートしていると判定することをさらに含む。
【００３８】
　第６の態様によれば、本発明の実施形態はセル選択方法を提供し、方法は、
　それぞれのセルに対してカバレッジクラス補償値を構成することと、
　それぞれのセルに対して構成されたカバレッジクラス補償値をユーザ機器へ送信するこ
とであって、カバレッジクラス補償値は、ユーザ機器によってセルの選択／再選択を行う
ために使用される、こととを含む。
【００３９】
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　本発明の実施形態において提供される解決策を使用することにより、ネットワーク側に
よってそれぞれのセルに対してカバレッジクラス補償値があらかじめ構成され、ユーザ機
器は、それぞれのセルの測定されたカバレッジクラス補償値と、ネットワーク側によって
それぞれの近隣セルに対してあらかじめ構成されている取得されたカバレッジクラス補償
値とに応じて、近隣セルからターゲットセルを選択する。ネットワーク側によってそれぞ
れのセルに対してカバレッジクラス補償値をあらかじめ構成しておくと、ユーザ機器が、
比較的低い電力消費で、キャンプするための比較的優れた信号品質を伴うセルを選択する
ことを保証することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】従来技術におけるＭ２Ｍネットワークの構成図である。
【図２】従来技術におけるＭ２Ｍカバレッジ拡張の概略図である。
【図３】従来技術におけるマルチカバレッジクラスセルの概略図である。
【図４】本発明の実施形態によるセル選択装置の概略図である。
【図５】本発明の実施形態によるセル再選択装置の概略図である。
【図６】本発明の実施形態による別のセル選択装置の概略図である。
【図７】本発明の実施形態によるセル選択方法の流れ図である。
【図８】本発明の実施形態によるセル再選択方法の流れ図である。
【図９】本発明の実施形態による別のセル選択方法の流れ図である。
【図１０】本発明の実施形態によるさらに別のセル選択装置の概略図である。
【図１１】本発明の実施形態による別のセル再選択装置の概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００４１】
　本発明の目的、技術的解決策、および利点をより明瞭にするために、以下、本発明につ
いて添付図面を参照してさらに詳述する。明らかに、説明される実施形態は、本発明の実
施形態は、単に一部にすぎず、すべてではない。創造的な努力をせずに本発明の実施形態
に基づいて当業者によって得られるすべての他の実施形態は、本発明の保護範囲内に入る
ものとする。
【００４２】
　本明細書において説明される技術は、たとえば現在の２Ｇおよび３Ｇの通信システム、
ならびに、たとえば広域移動通信システム（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏ
ｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ、ＧＳＭ（登録商標））、符号分割多重アクセ
ス（Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ、ＣＤＭＡ）システ
ム、時間分割多重アクセス（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅ
ｓｓ、ＴＤＭＡ）システム、広帯域符号分割多重アクセス（Ｗｉｄｅｂａｎｄ　Ｃｏｄｅ
　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ、ＷＣＤＭＡ（登録商標））シス
テム、周波数分割多重アクセス（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐ
ｌｅ　Ａｄｄｒｅｓｓ、ＦＤＭＡ）システム、直交周波数分割多重アクセス（Ｏｒｔｈｏ
ｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ－Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ
、ＯＦＤＭＡ）システム、単一搬送波ＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、汎用パケッ
ト無線通信（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅ、ＧＰＲＳ）
システム、ロングタームエボリューション（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ、
ＬＴＥ）システム、および他の通信システムの次世代通信システムといった様々な通信シ
ステムに適用され得る。
【００４３】
　さらに、この明細書において説明される拡張されたカバレッジセルは、拡張されたカバ
レッジエリアが存在するセルを指し、ノーマルセルは、拡張されたカバレッジエリアが存
在しないセルを指す。この明細書における文字「／」は、一般に、関連する対象の間の「
または」の関係を示す。
【００４４】
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　本発明の実施形態は、セルの選択および再選択の方法、ならびにセルの選択および再選
択の装置を提供する。方法および装置は、同一の発明概念に基づくものである。方法の問
題解決原理は装置のそれに類似しているので、装置の実装形態と方法との間で相互に参照
されてよく、繰り返される説明が提供されることはない。
【００４５】
　本発明の実施形態は、マルチカバレッジクラスセルにおいて使用可能なセルの選択およ
び再選択の方法ならびに装置を提供する。カバレッジクラス補償値は、ネットワーク側に
よってそれぞれのセルに対してあらかじめ構成されており、ユーザ機器は、それぞれのセ
ルの測定されたカバレッジクラス補償値と、ネットワーク側によってそれぞれの近隣セル
に対してあらかじめ構成されている取得されたカバレッジクラス補償値とに応じて、近隣
セルからターゲットセルを選択する。ネットワーク側によってそれぞれのセルに対してカ
バレッジクラス補償値をあらかじめ構成しておくと、ユーザ機器が、比較的低い電力消費
で、キャンプするための比較的優れた信号品質を伴うセルを選択することを保証すること
ができる。
【００４６】
　ネットワーク接続中に、ＵＥは、まず、公衆地上移動ネットワーク（Ｐｕｂｌｉｃ　Ｌ
ａｎｄ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ、略してＰＬＭＮ）を選択する。ＵＥは、選択さ
れたＰＬＭＮにおいてセルサーチ（cell searching）を遂行し、セルが見いだされた後、
キャンプするためのセルを選択する。セルにキャンプした後に、システムメッセージをリ
ッスンすることにより、ＵＥは、近隣セル測定ルールおよびセル再選択ルールに従って、
現在のキャンピングセルおよびキャンピングセルの近隣セルを測定し、キャンプするため
の優れた信号品質を伴うセルを再選択する。
【００４７】
　本発明の実施形態はセル選択装置を提供する。図４に示されるように、装置はユーザ機
器側に設けられており、装置は、
　セルの信号品質を測定して、ネットワーク側によってセルに対してあらかじめ構成され
ているカバレッジクラス補償値を取得するように構成された取得ユニット４０１と、
　取得ユニット４０１によって測定されたセルの信号品質、および取得ユニット４０１に
よって取得されたセルのカバレッジクラス補償値に応じて、ターゲットセルを選択するよ
うに構成された処理ユニット４０２とを含む。
【００４８】
　本発明のこの実施形態において提供される解決策を使用することにより、ネットワーク
側によってそれぞれのセルに対してカバレッジクラス補償値があらかじめ構成され、ユー
ザ機器の処理ユニット４０２は、取得ユニット４０１によって測定されたそれぞれのセル
のカバレッジクラス補償値と、ネットワーク側によってそれぞれの近隣セルに対してあら
かじめ構成され、取得ユニット４０１によって取得されたカバレッジクラス補償値とに応
じて、近隣セルからターゲットセルを選択する。ネットワーク側によってそれぞれのセル
に対してカバレッジクラス補償値をあらかじめ構成しておくと、ユーザ機器が、比較的低
い電力消費で、キャンプするための比較的優れた信号品質を伴うセルを選択することを保
証することができる。
【００４９】
　特に、取得ユニット４０１は、ネットワーク側によってセルに対してあらかじめ構成さ
れているカバレッジクラス補償値を取得する前に、またはネットワーク側によってセルに
対してあらかじめ構成されているカバレッジクラス補償値を取得した後に、またはネット
ワーク側によってセルに対してあらかじめ構成されているカバレッジクラス補償値を取得
するのと同時に、セルの信号品質を測定してよく、このことは、本発明のこの実施形態で
は特に限定されていない。
【００５０】
　ネットワーク側によってセルに対してあらかじめ構成されているカバレッジクラス補償
値は、ネットワーク計画およびネットワーク最適化の間に、セルのベアラサービス、また
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はセルに対する負荷などのケースに応じて構成され得る。
【００５１】
　前述のセルは、拡張されたカバレッジエリアが存在する拡張されたカバレッジセルと、
拡張されたカバレッジエリアが存在しないノーマルセルとの両方を含み得、またはノーマ
ルセルのみを含み得る。
【００５２】
　任意選択で、ネットワーク側は、拡張されたカバレッジセルに対してのみカバレッジク
ラス補償値をあらかじめ構成してよく、ノーマルセルに対してカバレッジクラス補償値を
構成しなくてよい、すなわちノーマルセルに対して構成されるカバレッジクラス補償値は
デフォルト値である。もちろん、ノーマルセルに対してあらかじめ構成されているカバレ
ッジクラス補償値はゼロであり得る。取得ユニット４０１は、セルが、拡張されたカバレ
ッジエリアが存在する拡張されたカバレッジセル、および拡張されたカバレッジエリアが
存在しないノーマルセルを含んでいるとき、ノーマルセルの、ゼロまたはデフォルト値で
あるカバレッジクラス補償値を取得するように特に構成されている。
【００５３】
　一実施形態では、処理ユニット４０２は、
　取得ユニット４０１によって取得されたセルの信号品質がセルの信号品質閾値よりも優
れている場合、セルを、カバレッジクラスセル選択条件を満たすセルとして使用し、セル
の信号品質閾値は、セルの受信された最小の信号閾値、およびセルのカバレッジクラス補
償値に応じて判定され、
　カバレッジクラスセル選択条件を満たすセルを、ターゲットセルとして使用するように
特に構成されている。
【００５４】
　特に、処理ユニット４０２は、第１のセルがカバレッジクラスセル選択条件を満たすと
判定した後、別のセルに対する判定を行わずに、当該セルに直接キャンプしてよい。
【００５５】
　特に、セルの測定された信号品質は、セルの基準信号受信電力（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　
Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅ　Ｐｏｗｅｒ、略してＲＳＲＰ）値、およびセルの基準信
号の受信された品質（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅ　Ｑｕａｌｉ
ｔｙ、略してＲＳＲＱ）値を含み得る。セルの信号品質閾値は、セルのＲＳＲＰ電力閾値
およびセルのＲＳＲＱ品質閾値を含み、最小の受信された信号閾値は、セルにおいて必要
とされる最低の受信レベルをおよびセルにおいて必要とされる最低の品質レベルを含む。
あるいは、セルの測定された信号品質は、セルの基準信号受信電力値のみを含むことがあ
り、セルの信号品質閾値は、セルのＲＳＲＰ電力閾値を含む。
【００５６】
　セル選択中に、ノーマルセルにキャンプする可能性ができる限り優れていることを保証
するために、セルのＲＳＲＰ値がセルの電力閾値よりも優れていること、または、セルの
ＲＳＲＰ値がセルの電力閾値よりも優れ、かつセルの品質閾値よりも優れていることが満
たされることが要求される。セルの基準信号受信電力閾値は、セルで必要とされる最低の
受信レベル、およびセルのカバレッジクラス補償値に応じて判定され、セルの基準信号の
受信された品質閾値は、セルで必要とされる最低の品質レベル、およびセルのカバレッジ
クラス補償値に応じて判定される。処理ユニット４０２は、以下のカバレッジクラスセル
選択条件、すなわち、
　Ｓrxlev＞０、かつＳqual＞０、
　Ｓrxlev＝Ｑrxlevmeas－（Ｑrxlevmin＋Ｑrxlevminoffset＋Ｑcoverageclassoffset）
－Ｐcompensation、かつ、
　Ｓqual＝Ｑqualmeas－（Ｑqualmin＋Ｑqualminoffset＋Ｑcoverageclassoffset）、
　Ｓrxlevはセル選択受信レベルを表し、Ｑrxlevmeasはセルの測定された基準信号受信電
力値を表し、（Ｑrxlevmin＋Ｑrxlevminoffset＋Ｑcoverageclassoffset）－Ｐcompensat

ionは、セルの基準信号受信電力閾値を表し、Ｑrxlevminはセルにおいて必要とされる最



(18) JP 6538865 B2 2019.7.3

10

20

30

40

50

低の受信レベルを表し、ＱrxlevminoffsetはＱrxlevminのオフセットを表し、Ｑcoverage

classoffsetは、ネットワーク側によってセルに対してあらかじめ構成されているカバレ
ッジクラス補償値を表し、Ｐcompensationは（ＰEMAX－ＰPowerClass）と０の間の最大値
を表し、ＰEMAXはアップリンク送信を遂行しているユーザ機器の最大の送信電力を表し、
ＰPowerClassはユーザ機器の最大の無線周波数出力電力を表し、
　Ｓqualはセル選択品質値を表し、Ｑqualmeasは、セルの測定された基準信号の受信され
た品質値を表し、（Ｑqualmin＋Ｑqualminoffset＋Ｑcoverageclassoffset）は、セルの
測定された基準信号の受信された品質閾値を表し、Ｑqualminはセルの最低の必要とされ
る品質レベルを表し、ＱqualminoffsetはＱqualminのオフセットを表し、Ｑcoverageclas

soffsetは、ネットワーク側によってセルに対してあらかじめ構成されているカバレッジ
クラス補償値を表す
　を満たすセルをターゲットセルとして使用するように特に構成されている。
【００５７】
　一実施形態では、装置は、
　取得ユニット４０１がネットワーク側によってセルに対してあらかじめ構成されている
カバレッジクラス補償値を取得する前に、拡張されたカバレッジエリアが存在する拡張さ
れたカバレッジセルにキャンプすることをユーザ機器がサポートしていると判定するよう
に構成された判定ユニットをさらに含む。
【００５８】
　特に、取得ユニット４０１がネットワーク側によってそれぞれのセルに対してあらかじ
め構成されているカバレッジクラス補償値を取得する前に、判定ユニットは、拡張された
カバレッジセルにキャンプすることをユーザ機器がサポートしていると判定し、処理ユニ
ット４０２は次に、カバレッジクラスセル選択条件を満たすセルをターゲットセルとして
選択する。判定ユニットが、拡張されたカバレッジセルにキャンプすることがサポートさ
れていないと判定したとき、取得ユニット４０１はそれぞれのセルの信号品質を測定して
よく、処理ユニット４０２は次に、従来技術において提供されているセル選択条件（基準
Ｓ）に従って、ターゲットセルを選択してよい。
【００５９】
　本発明の実施形態は、セル再選択装置をさらに提供する。図５に示されるように、装置
は、
　ユーザ機器が現在位置しているキャンピングセル、およびキャンピングセルの近隣セル
の信号品質を測定して、ネットワーク側によってキャンピングセルおよび近隣セルに対し
てあらかじめ構成されているカバレッジクラス補償値を取得するように構成された取得ユ
ニット５０１であって、
　任意選択で、取得ユニット５０１は、セルが、拡張されたカバレッジエリアが存在する
拡張されたカバレッジセル、および拡張されたカバレッジエリアが存在しないノーマルセ
ルを含んでいるとき、ノーマルセルの、ゼロまたはデフォルト値であるカバレッジクラス
補償値を取得するように特に構成されている、取得ユニット５０１と、
　取得ユニット５０１によって測定されたキャンピングセルおよび近隣セルの信号品質、
ならびに取得ユニット５０１によって取得されたキャンピングセルおよび近隣セルのカバ
レッジクラス補償値に応じて、近隣セルからターゲットセルを選択するように構成された
処理ユニット５０２とを含む。
【００６０】
　本発明のこの実施形態において提供される解決策を使用することにより、ネットワーク
側によってそれぞれのセルに対してカバレッジクラス補償値があらかじめ構成され、ユー
ザ機器の処理ユニット５０２は、取得ユニット５０１によって測定されたキャンピングセ
ルおよび近隣セルの信号品質、ならびに取得ユニット５０１によって取得されたキャンピ
ングセルおよび近隣セルのカバレッジクラス補償値に応じて、近隣セルからターゲットセ
ルを選択する。ネットワーク側によってそれぞれのセルに対してカバレッジクラス補償値
をあらかじめ構成しておくと、ユーザ機器が、比較的低い電力消費で、キャンプするため
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の比較的優れた信号品質を伴うセルを選択することを保証することができる。
【００６１】
　一実施形態では、処理ユニット５０２は、近隣セルから特定条件を満たす近隣セルを選
択するように特に構成されており、
　それぞれの選択された近隣セルについて、この近隣セルがカバレッジクラスセル再選択
条件を満たすかどうかを判定し、カバレッジクラスセル再選択条件は、近隣セルの信号品
質レベルが、規定された時間間隔内でキャンピングセルの信号品質レベルよりも優れてい
ることであり、近隣セルの信号品質レベルは、近隣セルの信号品質および近隣セルのカバ
レッジクラス補償値に応じて判定され、キャンピングセルの信号品質レベルは、キャンピ
ングセルの信号品質およびキャンピングセルのカバレッジクラス補償値に応じて判定され
、
　選択された近隣セルにおいて、カバレッジクラスセル再選択条件を満たす近隣セルを、
ターゲットセルとして使用する。
【００６２】
　カバレッジクラスセル再選択条件を満たすと判定された近隣セルをターゲットセルとし
て使用するとき、処理ユニット５０２は、カバレッジクラスセル再選択条件を満たすと判
定された近隣セルの信号品質レベルをソートして、信号品質レベルが最大の近隣セルをタ
ーゲットセルとして使用してよい。
【００６３】
　一実施形態では、処理ユニット５０２は、選択されたセルにおいて、以下のカバレッジ
クラスセル再選択条件、すなわち、
　規定された時間間隔の範囲内で、Ｒn＞Ｒs、
　Ｒs＝Ｑmeas,s＋ＱHyst－Ｑcoverageclassoffset,s、かつ
　Ｒn＝Ｑmeas,n－Ｑoffset－Ｑcoverageclassoffset,n、
　Ｒnは近隣セルの信号品質レベルを表し、Ｒsはキャンピングセルの信号品質レベルを表
し、
　Ｑmeas,sは、キャンピングセルの信号品質における基準信号受信電力値を表し、ＱHyst

は、キャンピングセルの基準信号受信電力値のヒステリシス値を表し、Ｑcoverageclasso

ffset,sは、ネットワーク側によってキャンピングセルに対してあらかじめ構成されてい
るカバレッジクラス補償値を表し、
　Ｑmeas,nは、近隣セルの信号品質における基準信号受信電力値を表し、Ｑoffsetは、ユ
ーザ機器が現在位置するキャンピングセルと近隣セルとの間のオフセット値を表し、Ｑco

verageclassoffset,nは、ネットワーク側によって近隣セルに対してあらかじめ構成され
ているカバレッジクラス補償値を表す
　を満たす近隣セルをターゲットセルとして使用するように特に構成されている。
【００６４】
　処理ユニット５０２が近隣セルから特定条件を満たす近隣セルを選択することは、以下
の態様で特に実施され得る。
【００６５】
　第１の実装態様では、処理ユニット５０２は、信号品質が、近隣セルからの受信された
セルの最小の信号閾値よりも優れた近隣セルを選択する。
【００６６】
　特に、第１の実装態様では、セル選択条件（すなわち、基準Ｓ）は、前述のセル選択方
法における基準Ｓについての説明を参照して実施されることがあり、詳細は本明細書では
説明されない。
【００６７】
　第２の実装態様では、処理ユニット５０２は、近隣セルからのセルの信号品質閾値より
も優れた信号品質を有する近隣セルを選択し、セルの信号品質閾値は、セルの受信された
最小の信号閾値およびセルのカバレッジクラス補償値に応じて判定される。
【００６８】



(20) JP 6538865 B2 2019.7.3

10

20

30

40

50

　前述のセル再選択方法の実施形態に基づき、任意選択で、装置は、
　取得ユニット５０１が、近隣セルの信号品質を測定して、ネットワーク側によって近隣
セルに対してあらかじめ構成されているカバレッジクラス補償値を取得する前に、ネット
ワーク側によって送信された近隣セルリストを受信するように構成された受信ユニットで
あって、近隣セルリストが近隣セル識別子を搬送する、受信ユニットをさらに含み、取得
ユニット５０１は、受信された近隣セルリストで搬送されたそれぞれの近隣セル識別子に
対応する近隣セルの信号品質を測定して、近隣セルリストで搬送されたそれぞれの近隣セ
ル識別子に対応する近隣セルに対してネットワーク側によってあらかじめ構成されている
カバレッジクラス補償値を取得するように特に構成されている。
【００６９】
　前述のセル再選択方法実施形態に基づき、任意選択で、取得ユニット５０１は、ネット
ワーク側によってそれぞれの近隣セルに対して構成されている再選択優先度情報を取得す
るようにさらに構成されており、拡張されたカバレッジエリアが存在する拡張されたカバ
レッジセルの再選択優先度は、拡張されたカバレッジエリアが存在しないノーマルセルの
再選択優先度よりも低く、拡張されたカバレッジセルおよびノーマルセルは近隣セルに含
まれており、
　処理ユニット５０２は、取得ユニット５０１によって測定されたキャンピングセルおよ
び近隣セルの信号品質、取得ユニット５０１によって取得されたキャンピングセルおよび
近隣セルのカバレッジクラス補償値、ならびに近隣セルの再選択優先度情報に応じて、近
隣セルからターゲットセルを選択するように特に構成されている。
【００７０】
　一実施形態では、ユーザ機器は、セルの再選択優先度を、ターゲットセルを選択するた
めの選択パラメータとしてさらに使用し得る。
【００７１】
　取得ユニット５０１は、以下の態様のうちの１つで、近隣セルの再選択優先度を取得し
得る。
【００７２】
　第１の実装態様では、ネットワーク側は、ブロードキャストメッセージを使用すること
によって、ユーザ機器へ近隣セルの再選択優先度を送信してよい。特に、パラメータｃｅ
ｌｌＲｅｓｅｌｅｃｔｉｏｎＰｒｉｏｒｉｔｙが設定されてよく、また、近隣セルの再選
択優先度が、システムメッセージでシステム情報ブロック（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍ
ａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ、略してＳＩＢ）をブロードキャストすることによって、ユーザ
機器へ送信されてよく、その結果、ユーザ機器の取得ユニット５０１が、近隣セルの再選
択優先度情報を受信して、処理ユニット５０２が、取得ユニット５０１によって取得され
た近隣セルの再選択優先度情報に応じてターゲットセルを選択する。
【００７３】
　第２の実装態様では、再選択優先度は、ネットワーク側によってそれぞれの近隣セルに
対して構成され、ユーザ機器が無線リソースを解放したとき、無線リソース制御（Ｒａｄ
ｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ、略してＲＲＣ）接続解放メッセージを使用す
ることによって、それぞれの近隣セルの再選択優先度がユーザ機器へ送信され、その結果
、ユーザ機器の取得ユニット５０１が、近隣セルの再選択優先度情報を受信して、処理ユ
ニット５０２が、取得ユニット５０１によって取得された近隣セルの再選択優先度情報に
応じてターゲットセルを選択する。
【００７４】
　第３の実装態様では、再選択優先度情報は、ネットワーク側によってユーザ機器へ送信
される近隣セルリストで搬送されてよく、その結果、ユーザ機器が、近隣セルの再選択優
先度情報を受信して、処理ユニット５０２が、取得ユニット５０１によって取得された近
隣セルの再選択優先度情報に応じてターゲットセルを選択する。
【００７５】
　ユーザ機器の取得ユニット５０１は、前述の態様で、ネットワーク側によってそれぞれ
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の近隣セルに対して構成された再選択優先度情報を取得し、拡張されたカバレッジエリア
が存在する拡張されたカバレッジセルの再選択優先度は、拡張されたカバレッジエリアが
存在しないノーマルセルの再選択優先度よりも低く、拡張されたカバレッジセルおよびノ
ーマルセルは近隣セルに含まれており、ユーザ機器の処理ユニット５０２は、キャンピン
グセルおよび近隣セルの測定された信号品質、キャンピングセルおよび近隣セルの取得さ
れたカバレッジクラス補償値、ならびに近隣セルの再選択優先度情報に応じてターゲット
セルを選択する。
【００７６】
　特に、処理ユニット５０２は、
　近隣セルが、再選択優先度がユーザ機器の現在位置するキャンピングセルの再選択優先
度よりも高い近隣セルを含むと判定されたとき、判定された近隣セルから、カバレッジク
ラスセル選択条件を満たす近隣セルをターゲットセルとして使用するように特に構成され
ており、カバレッジクラスセル選択条件は、近隣セルの信号品質が近隣セルの信号品質閾
値よりも優れていることを満たすことであり、近隣セルの信号品質閾値は、受信された近
隣セルの最小の信号閾値、および近隣セルのカバレッジクラス補償値に応じて判定され、
または、
　再選択優先度がキャンピングセルの再選択優先度よりも高い近隣セルには、カバレッジ
クラスセル選択条件を満たすものがないと判定された場合、もしくは、近隣セルは、再選
択優先度がユーザ機器の現在位置するキャンピングセルの再選択優先度よりも高い近隣セ
ルを含まないと判定された場合に、キャンピングセルの信号品質が、規定された時間間隔
内で規定された閾値よりも低いと判定されたとき、再選択優先度がキャンピングセルの再
選択優先度よりも高くない近隣セルからカバレッジクラスセル選択条件を満たす近隣セル
を選択して、選択された近隣セルがカバレッジクラスセル再選択条件を満たすとき、近隣
セルをターゲットセルとして使用し、
　カバレッジクラスセル再選択条件は、近隣セルの信号品質レベルが、規定された時間間
隔内でキャンピングセルの信号品質レベルよりも優れていることであり、近隣セルの信号
品質レベルは、近隣セルの信号品質および近隣セルのカバレッジクラス補償値に応じて判
定され、キャンピングセルの信号品質レベルは、キャンピングセルの信号品質およびキャ
ンピングセルのカバレッジクラス補償値に応じて判定される。
【００７７】
　近隣セルに含まれる拡張されたカバレッジセルの再選択優先度が、近隣セルに含まれる
ノーマルセルの再選択優先度よりも低く設定された後に、セル再選択が次に、従来技術に
おいて提供されているセル再選択解決策に従って行われ得ることに留意されたい。カバレ
ッジクラス補償値が近隣セルに対してあらかじめ構成されていなくても、ユーザ機器が、
キャンプするために比較的優れた信号品質を伴うセルを、比較的小さい電力消費量で選択
することが保証され得る。
【００７８】
　特に、処理ユニット５０２は、セルの信号品質がセルの基準信号受信電力値とセルの基
準信号の受信された品質値とを含み、信号品質がセルの信号品質閾値よりも優れている近
隣セルが、近隣セルから選択されるとき、近隣セルから、以下のカバレッジクラスセル選
択条件、すなわち、
　Ｓrxlev＞０、かつＳqual＞０、
　Ｓrxlev＝Ｑrxlevmeas－（Ｑrxlevmin＋Ｑrxlevminoffset＋Ｑcoverageclassoffset）
－Ｐcompensation、かつ
　Ｓqual＝Ｑqualmeas－（Ｑqualmin＋Ｑqualminoffset＋Ｑcoverageclassoffset）、
　Ｓrxlevはセル選択受信レベルを表し、Ｑrxlevmeasはセルの測定された基準信号受信電
力値を表し、（Ｑrxlevmin＋Ｑrxlevminoffset＋Ｑcoverageclassoffset）－Ｐcompensat

ionは、セルの基準信号受信電力閾値を表し、Ｑrxlevminはセルにおいて必要とされる最
低の受信レベルを表し、ＱrxlevminoffsetはＱrxlevminのオフセットを表し、Ｑcoverage

classoffsetは、ネットワーク側によってそれぞれのセルに対してあらかじめ構成されて
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いるカバレッジクラス補償値を表し、Ｐcompensationは（ＰEMAX－ＰPowerClass）と０と
の間の最大値を表し、ＰEMAXはアップリンク送信を遂行しているユーザ機器の最大の送信
電力を表し、ＰPowerClassはユーザ機器の最大の無線周波数出力電力を表し、
　Ｓqualはセル選択品質値を表し、Ｑqualmeasは、セルの測定された基準信号の受信され
た品質値を表し、（Ｑqualmin＋Ｑqualminoffset＋Ｑcoverageclassoffset）は、セルの
測定された基準信号の受信された品質閾値を表し、Ｑqualminはセルの必要とされる最低
の品質レベルを表し、ＱqualminoffsetはＱqualminのオフセットを表し、Ｑcoverageclas

soffsetは、ネットワーク側によってそれぞれのセルに対してあらかじめ構成されている
カバレッジクラス補償値を表す
　を満たす近隣セルを選択するように特に構成されている。
【００７９】
　一実施形態では、装置は、
　取得ユニットが、ネットワーク側によって近隣セルに対してあらかじめ構成されている
カバレッジクラス補償値を取得する前に、拡張されたカバレッジエリアが存在する拡張さ
れたカバレッジセルにキャンプすることをユーザ機器がサポートしていると判定するよう
に構成された判定ユニットをさらに含む。判定ユニットが、拡張されたカバレッジセルに
キャンプすることがサポートされていないと判定した場合、ユーザ機器は次に、従来技術
において提供されているセル再選択条件を使用することによってターゲットセルを選択し
てよい。
【００８０】
　本発明の実施形態は、セル選択装置をさらに提供する。装置はネットワーク側に設けら
れる。図６に示されるように、装置は、
　それぞれのセルに対してカバレッジクラス補償値を構成するように構成された構成ユニ
ット６０１と、
　構成ユニット６０１によってそれぞれのセルに対して構成されたカバレッジクラス補償
値をユーザ機器へ送信するように構成された送信ユニット６０２であって、カバレッジク
ラス補償値が、ユーザ機器によってセルの選択／再選択を遂行するために使用される、送
信ユニット６０２とを含む。
【００８１】
　任意選択で、ネットワーク側の構成ユニット６０１は、セルにおける拡張されたカバレ
ッジセルに対してのみカバレッジクラス補償値をあらかじめ構成してよく、またノーマル
セルに対してカバレッジクラス補償値を構成しなくてよい、すなわち、ノーマルセルに対
して構成されるカバレッジクラス補償値はデフォルト値である。もちろん、ノーマルセル
に対してあらかじめ構成されているカバレッジクラス補償値はゼロであり得る。もちろん
、カバレッジクラス補償値は、ネットワーク計画およびネットワーク最適化の間に、それ
ぞれのセルのベアラサービス、またはそれぞれのセルに対する負荷などのケースに応じて
、それぞれのセルに対してあらかじめ構成され得る。
【００８２】
　特に、構成ユニット６０１はそれぞれのセルに対して再選択優先度を構成するようにさ
らに構成されており、送信ユニット６０２は、以下の態様でユーザ機器に再選択優先度を
送信してよく、その結果、ユーザ機器が近隣セルの再選択優先度情報を受信して、近隣セ
ルの再選択優先度情報に応じてターゲットセルを選択する。
【００８３】
　第１の実装態様では、ネットワーク側の送信ユニット６０２は、ブロードキャストメッ
セージを使用することによって、ユーザ機器へ近隣セルの再選択優先度を送信してよい。
特に、パラメータｃｅｌｌＲｅｓｅｌｅｃｔｉｏｎＰｒｉｏｒｉｔｙが設定されてよく、
また、近隣セルの再選択優先度が、システムメッセージでシステム情報ブロック（Ｓｙｓ
ｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ、略してＳＩＢ）をブロードキャストする
ことによって、ユーザ機器へ送信されてよい。
【００８４】
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　第２の実装態様では、ネットワーク側の構成ユニット６０１によってそれぞれの近隣セ
ルに対して再選択優先度が構成され、ユーザ機器が無線リソースを解放したとき、送信ユ
ニット６０２によって、無線リソース制御（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒ
ｏｌ、略してＲＲＣ）接続解放メッセージを使用することによりユーザ機器へ送信される
。
【００８５】
　第３の実装態様では、ネットワーク側の構成ユニット６０１がユーザ機器に対して近隣
セルリストを構成し、送信ユニット６０１が、構成ユニット６０１によって構成された近
隣セルリストをユーザ機器へ送信し、近隣セルリストは、近隣セル識別子および再選択優
先度情報を搬送する。
【００８６】
　ユーザ機器は、ネットワーク側によってそれぞれの近隣セルに対して構成された再選択
優先度情報を前述の態様で取得し、近隣セルに含まれている拡張されたカバレッジセルの
再選択優先度は、近隣セルに含まれているノーマルセルの再選択優先度よりも低い。ユー
ザ機器は、キャンピングセルの測定された信号品質、近隣セルの測定された信号品質、キ
ャンピングセルおよび近隣セルの取得された補償値、ならびに近隣セルの再選択優先度情
報に応じて、ターゲットセルを選択する。
【００８７】
　本発明の実施形態はセル選択方法を提供する。図７に示されるように、方法はユーザ機
器によって実行されることがあり、以下のステップを含む。
【００８８】
　ステップ７０１：セルの信号品質を測定して、ネットワーク側によってセルに対してあ
らかじめ構成されているカバレッジクラス補償値を取得する。
【００８９】
　特に、セルの信号品質を測定することは、ネットワーク側によってセルに対してあらか
じめ構成されているカバレッジクラス補償値を取得する前に、またはネットワーク側によ
ってセルに対してあらかじめ構成されているカバレッジクラス補償値を取得した後に、ま
たはネットワーク側によってセルに対してあらかじめ構成されているカバレッジクラス補
償値を取得するのと同時に遂行されてよく、このことは、本発明のこの実施形態では特に
限定されない。
【００９０】
　ネットワーク側によってセルに対してあらかじめ構成されているカバレッジクラス補償
値は、ネットワーク計画およびネットワーク最適化の間に、それぞれのセルのベアラサー
ビス、またはそれぞれのセルに対する負荷などのケースに応じて構成され得る。
【００９１】
　前述のセルは、拡張されたカバレッジエリアが存在する拡張されたカバレッジセルと、
拡張されたカバレッジエリアが存在しないノーマルセルとの両方を含むことがある、また
はノーマルセルのみを含むことがある。
【００９２】
　任意選択で、ネットワーク側は、拡張されたカバレッジセルに対してのみカバレッジク
ラス補償値をあらかじめ構成してよく、またノーマルセルに対してカバレッジクラス補償
値を構成しなくてもよい、すなわち、ノーマルセルに対して構成されるカバレッジクラス
補償値はデフォルト値である。もちろん、ノーマルセルに対してあらかじめ構成されてい
るカバレッジクラス補償値はゼロであり得る。
【００９３】
　ステップ７０２：セルの測定された信号品質、およびセルの取得されたカバレッジクラ
ス補償値に応じて、ターゲットセルを選択する。
【００９４】
　一実施形態では、セルの信号品質が測定されて、ネットワーク側によってセルに対して
あらかじめ構成されているカバレッジクラス補償値が取得された後に、ターゲットセルは
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　セルの信号品質が、セルの信号品質閾値よりも優れていると判定されたときに、セルを
、カバレッジクラスセル選択条件を満たすセルとして使用し、セルの信号品質閾値は、セ
ルの受信された最小の信号閾値、およびセルのカバレッジクラス補償値に応じて判定され
、
　カバレッジクラスセル選択条件を満たすセルを、ターゲットセルとして使用する。
【００９５】
　特に、第１のセルがカバレッジクラスセル選択条件を満たすと判定した後、ユーザ機器
は、別のセルに対する判定を行わずに、当該セルに直接キャンプしてよい。
【００９６】
　特に、セルの測定された信号品質は、セルの基準信号受信電力（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　
Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｉｎｇ　Ｐｏｗｅｒ、略してＲＳＲＰ）値、およびセルの基
準信号の信号受信された品質（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｉｎｇ
　Ｑｕａｌｉｔｙ、略してＲＳＲＱ）値を含むことがある。セルの信号品質閾値は、セル
のＲＳＲＰ電力閾値、およびセルのＲＳＲＱ品質閾値を含み、最小の受信された信号閾値
は、セルにおいて必要とされる最低の受信レベル、およびセルにおいて必要とされる最低
の品質レベルを含む。あるいは、セルの測定された信号品質は、セルの基準信号受信電力
値のみを含んでよく、セルの信号品質閾値は、セルのＲＳＲＰ電力閾値を含む。
【００９７】
　セル選択中に、ノーマルセルに対してキャンプする可能性ができる限り優れていること
を保証するために、セルのＲＳＲＰ値がセルの電力閾値よりも優れていること、またはセ
ルのＲＳＲＰ値がセルの電力閾値よりも優れ、かつ、セルのＲＳＲＱ値がセルの品質閾値
よりも優れていることが満たされることが要求される。セルの基準信号受信電力閾値は、
セルにおいて必要とされる最低の受信レベル、およびセルのカバレッジクラス補償値に応
じて判定され、セルの基準信号の受信された品質閾値は、セルにおいて必要とされる最低
の品質レベル、およびセルのカバレッジクラス補償値に応じて判定される。
【００９８】
　特に、カバレッジクラスセル選択条件は、以下の式、すなわち、
　Ｓrxlev＞０、かつＳqual＞０、
　Ｓrxlev＝Ｑrxlevmeas－（Ｑrxlevmin＋Ｑrxlevminoffse＋Ｑcoverageclassoffset）－
Ｐcompensation、かつ、
　Ｓqual＝Ｑqualmeas－（Ｑqualmin＋Ｑqualminoffset＋Ｑcoverageclassoffset）、
　（Ｑrxlevmin＋Ｑrxlevminoffse＋Ｑcoverageclassoffset）－Ｐcompensationは、セル
の基準信号受信電力閾値を表し、Ｑqualmin＋Ｑqualminoffset＋Ｑcoverageclassoffset

は、セルのされた基準信号の受信された品質閾値を表す
　を満たし得る。
【００９９】
　前述の式におけるパラメータ値に関する具体的な説明が、以下の表１に示されている。
【０１００】
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【表１】

【０１０１】
　一実施形態では、ネットワーク側によってセルに対してあらかじめ構成されているカバ
レッジクラス補償値を取得する前に、ユーザ機器は、拡張されたカバレッジセルにキャン
プすることをユーザ機器がサポートしていると判定して、次に、カバレッジクラスセル選
択条件を満たすセルをターゲットセルとして選択する。拡張されたカバレッジセルにキャ
ンプすることがサポートされてないと判定されたとき、ユーザ機器は、セルの信号品質を
測定してよく、次に、従来技術において提供されているセル選択条件（基準Ｓ）に従って
ターゲットセルを選択してよい。
【０１０２】
　セルの信号品質は、セルの基準信号受信電力値、およびセルの基準信号の受信された品
質値を含むことがあり、セル選択条件（すなわち基準Ｓ）は、以下の式、すなわち、
　Ｓrxlev＞０、かつＳqual＞０、
　Ｓrxlev＝Ｑrxlevmeas－（Ｑrxlevmin＋Ｑrxlevminoffse）－Ｐcompensationであり、
また、Ｓqual＝Ｑqualmeas－（Ｑqualmin＋Ｑqualminoffset）、を満たす。
【０１０３】
　前述の式におけるパラメータ値に関する具体的な説明が、以下の表２に示されている。
【０１０４】
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【表２】

【０１０５】
　本発明の実施形態は、セル再選択方法をさらに提供する。図８に示されるように、方法
は以下のステップを含む。
【０１０６】
　ステップ８０１：ユーザ機器が現在位置しているキャンピングセル、およびキャンピン
グセルの近隣セルの信号品質を測定して、ネットワーク側によってキャンピングセルおよ
び近隣セルに対してあらかじめ構成されているカバレッジクラス補償値を取得する。
【０１０７】
　キャンピングセルの信号品質を測定して、ネットワーク側によってキャンピングセルに
対してあらかじめ構成されているカバレッジクラス補償値を取得することは、近隣セルの
信号品質を測定して、ネットワーク側によって近隣セルに対してあらかじめ構成されてい
るカバレッジクラス補償値を取得するステップの前、後、または同時に、行われてよい。
本発明のこの実施形態では、ステップの特定の順番が特に限定されることはない。
【０１０８】
　任意選択で、ネットワーク側は、拡張されたカバレッジセルに対してのみカバレッジク
ラス補償値をあらかじめ構成してよく、また、ノーマルセルに対してカバレッジクラス補
償値を構成しなくてよい、すなわち、ノーマルセルに対して構成されるカバレッジクラス
補償値はデフォルト値である。もちろん、ノーマルセルに対してあらかじめ構成されてい
るカバレッジクラス補償値はゼロであり得る。もちろん、カバレッジクラス補償値は、ネ
ットワーク計画およびネットワーク最適化の間に、それぞれのセルのベアラサービス、ま
たはそれぞれのセルに対する負荷などのケースに応じて、それぞれのセルに対してあらか
じめ構成され得る。
【０１０９】
　特に、ネットワーク側は、ユーザ機器に対して近隣セルリストを構成してよく、近隣セ
ルリストは近隣セル識別子を搬送する。次いで、ユーザ機器は、ネットワーク側によって
送信された近隣セルリストを受信することにより、近隣セルに関する情報を取得し得る。
特に、ユーザ機器は、受信された近隣セルリストで搬送されたそれぞれの近隣セル識別子
に対応する近隣セルの信号品質を測定して、近隣セルリストで搬送されたそれぞれの近隣
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セル識別子に対応する近隣セルに対してネットワーク側によってあらかじめ構成されてい
るカバレッジクラス補償値を取得する。
【０１１０】
　ステップ８０２：キャンピングセルおよび近隣セルの測定された信号品質、ならびにキ
ャンピングセルおよび近隣セルの取得されたカバレッジクラス補償値に応じて近隣セルか
らターゲットセルを選択する。
【０１１１】
　キャンピングセルおよび近隣セルの測定された信号品質、ならびにキャンピングセルお
よび近隣セルの取得されたカバレッジクラス補償値に応じて、近隣セルからターゲットセ
ルを選択することは、以下の態様、すなわち、
　まず、近隣セルから特定条件を満たす近隣セルを選択することと、
　それぞれの選択された近隣セルについて、この近隣セルがカバレッジクラスセル再選択
条件を満たすかどうか判定することであって、カバレッジクラスセル再選択条件は、近隣
セルの信号品質レベルが、規定された時間間隔内でキャンピングセルの信号品質レベルよ
りも優れていることであり、近隣セルの信号品質レベルは、近隣セルの信号品質、および
近隣セルのカバレッジクラス補償値に応じて判定され、キャンピングセルの信号品質レベ
ルは、キャンピングセルの信号品質、およびキャンピングセルのカバレッジクラス補償値
に応じて判定される、ことと、
　選択された近隣セルにおいて、カバレッジクラスセル再選択条件を満たすと判定された
近隣セルを、ターゲットセルとして使用することで特に実施され得る。
【０１１２】
　カバレッジクラスセル再選択条件を満たすと判定された近隣セルをターゲットセルとし
て使用することは、カバレッジクラス再選択条件を満たすと判定された近隣セルの信号品
質レベルをソートして、信号品質レベルが最大の近隣セルをターゲットセルとして使用す
ることでよい。
【０１１３】
　一実施形態では、近隣セルから特定条件を満たす近隣セルを選択することは、以下の態
様で特に実施され得る。
【０１１４】
　第１の実装態様では、セル選択条件を満たす近隣セルは近隣セルから選択され、セル選
択条件は、セルの信号品質が、セルの受信された最小の信号閾値よりも優れていることを
満たす。
【０１１５】
　特に、第１の実装態様では、セル選択条件（すなわち基準Ｓ）は、前述のセル選択方法
における基準Ｓについての説明を参照して実施されることがあり、詳細は本明細書では説
明されない。
【０１１６】
　第２の実施態様では、カバレッジクラスセル選択条件を満たす近隣セルは近隣セルから
選択される。カバレッジクラスセル選択条件は、セルの信号品質がセルの信号品質閾値よ
りも優れていることを満たすことであり、セルの信号品質閾値は、セルの受信された最小
の信号閾値、およびセルのカバレッジクラス補償値に応じて判定される。
【０１１７】
　第２の実装態様において説明されたカバレッジクラスセル選択条件は、前述のセル選択
方法におけるカバレッジクラスセル選択条件に関して実施されることがあり、詳細は、本
明細書では説明されない。
【０１１８】
　一実施形態では、セルの信号品質は、セルの基準信号受信電力値を含み、カバレッジク
ラスセル再選択条件は、以下の式、すなわち、
　規定された時間間隔の範囲内で、Ｒn＞Ｒs、
　Ｒs＝Ｑmeas,s＋ＱHyst－Ｑcoverageclassoffset,s、かつ
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　Ｒn＝Ｑmeas,n－Ｑoffset－Ｑcoverageclassoffset,n

　を満たし得る。
【０１１９】
　前述の式におけるパラメータに関する説明は以下の通りである。
【０１２０】
　ＱmeasはセルのＲＳＲＰ値を表し、Ｑmeas,sは、ユーザ機器が現在位置するキャンピン
グセルに固有のものであり、Ｑmeas,nはユーザ機器の近隣セルに固有のものである。
【０１２１】
　ＱHystは、キャンピングセルのＲＳＲＰのヒステリシス値を表す。
【０１２２】
　Ｑoffsetは、ユーザ機器が現在位置するキャンピングセルと近隣セルとの間のオフセッ
ト値を表す。
【０１２３】
　Ｑcoverageclassoffset,sは、ネットワーク側によってキャンピングセルに対してあら
かじめ構成されているカバレッジクラス補償値を表し、Ｑcoverageclassoffset,nは、ネ
ットワーク側によって近隣セルに対してあらかじめ構成されているカバレッジクラス補償
値を表す。
【０１２４】
　一実施形態では、ユーザ機器は、セルの再選択優先度を、ターゲットセルを選択するた
めの選択パラメータとしてさらに使用されることがある。
【０１２５】
　ユーザ機器は、以下の態様のうちの１つで、近隣セルの再選択優先度を取得し得る。
【０１２６】
　第１の実装態様では、ネットワーク側は、ブロードキャストメッセージを使用すること
によって、ユーザ機器へ近隣セルの再選択優先度を送信してよい。特に、パラメータｃｅ
ｌｌＲｅｓｅｌｅｃｔｉｏｎＰｒｉｏｒｉｔｙが設定されてよく、また、システムメッセ
ージでシステム情報ブロック（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ、略
してＳＩＢ）をブロードキャストすることによって、近隣セルの再選択優先度がユーザ機
器へ送信されてよく、その結果、ユーザ機器が近隣セルの再選択優先度情報を受信して、
近隣セルの再選択優先度情報に応じてターゲットセルを選択する。
【０１２７】
　第２の実装態様では、再選択優先度は、ネットワーク側によってそれぞれの近隣セルに
対して構成され、ユーザ機器が無線リソースを解放したとき、無線リソース制御（Ｒａｄ
ｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ、略してＲＲＣ）接続解放メッセージを使用す
ることによって、それぞれの近隣セルの再選択優先度がユーザ機器へ送信され、その結果
、ユーザ機器が近隣セルの再選択優先度情報を受信して、近隣セルの再選択優先度情報に
応じてターゲットセルを選択する。
【０１２８】
　第３の実装態様では、再選択優先度情報は、ネットワーク側によってユーザ機器へ送信
される近隣セルリストで搬送されてよく、その結果、ユーザ機器が近隣セルの再選択優先
度情報を受信して、近隣セルの再選択優先度情報に応じてターゲットセルを選択する。
【０１２９】
　ユーザ機器は、ネットワーク側によってそれぞれの近隣セルに対して構成された再選択
優先度情報を前述の態様で取得し、拡張されたカバレッジエリアが存在する拡張されたカ
バレッジセルの再選択優先度は、拡張されたカバレッジエリアが存在しないノーマルセル
の再選択優先度よりも低く、拡張されたカバレッジセルおよびノーマルセルは近隣セルに
含まれており、ユーザ機器は、キャンピングセルおよび近隣セルの測定された信号品質、
キャンピングセルおよび近隣セルの取得されたカバレッジクラス補償値、ならびに近隣セ
ルの再選択優先度情報に応じてターゲットセルを選択する。
【０１３０】
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　特に、セル再選択中に、ユーザ機器は、再選択優先度がユーザ機器の現在位置するキャ
ンピングセルの再選択優先度よりも高い近隣セルが近隣セルの中に存在すると判定したと
きには、ユーザ機器は、判定された近隣セルの信号品質を測定して、近隣セルがカバレッ
ジクラスセル選択条件を満たすとき、近隣セルをターゲットセルとして使用する。再選択
優先度が、キャンピングセルの再選択優先度よりも高い近隣セルにはカバレッジクラスセ
ル選択条件を満たすものがないと判定された場合、ユーザ機器は、キャンピングセルの信
号品質が、規定された時間間隔内で規定された閾値よりも低いかどうか測定し、キャンピ
ングセルの信号品質が、規定された時間間隔内で規定された閾値よりも低いと測定された
ときには、再選択優先度がキャンピングセルの再選択優先度よりも高くない近隣セルから
、カバレッジクラスセル選択条件を満たす近隣セルを選択して、選択された近隣セルがカ
バレッジクラスセル再選択条件を満たすとき、近隣セルをターゲットセルとして使用する
。それぞれのセルの再選択優先度が、ユーザ機器が配置されているキャンピングセルの再
選択優先度よりも高くないと判定された場合には、ユーザ機器は、キャンピングセルの信
号品質が、規定された時間間隔内で規定された閾値よりも低いかどうか測定し、キャンピ
ングセルの信号品質が、規定された時間間隔内で規定された閾値よりも低いと測定された
ときには、近隣セルから、カバレッジクラスセル選択条件を満たす近隣セルを選択し、選
択された近隣セルがカバレッジクラスセル再選択条件を満たすとき、近隣セルをターゲッ
トセルとして使用する。
【０１３１】
　近隣セルに含まれる拡張されたカバレッジセルの再選択優先度が、近隣セルに含まれる
ノーマルセルの再選択優先度よりも低く設定された後に、セル再選択が次に、従来技術に
おいて提供されているセル再選択解決策に従って行われ得ることに留意されたい。カバレ
ッジクラス補償値が近隣セルに対してあらかじめ構成されていなくても、ユーザ機器が、
キャンプするために比較的優れた信号品質を伴うセルを、比較的小さい電力消費量で選択
することが保証され得る。
【０１３２】
　一実施形態では、ネットワーク側によって近隣セルに対してあらかじめ構成されている
カバレッジクラス補償値を取得する前に、方法は、拡張されたカバレッジエリアが存在す
る拡張されたカバレッジセルにキャンプすることをユーザ機器がサポートしていると判定
することをさらに含み得る。ユーザ機器が拡張されたカバレッジセルにキャンプすること
をサポートしていないと判定された場合には、ユーザ機器は次に、従来技術において提供
されているセル再選択条件を使用することによってターゲットセルを選択してよい。
【０１３３】
　本発明の実施形態は、セル選択方法をさらに提供する。方法はネットワーク側によって
実行される。図９に示されるように、方法は以下のステップを含む。
【０１３４】
　ステップ９０１：それぞれのセルに対してカバレッジクラス補償値を構成する。
【０１３５】
　ステップ９０２：それぞれのセルに対して構成されたカバレッジクラス補償値をユーザ
機器へ送信し、カバレッジクラス補償値は、ユーザ機器によってセルの選択／再選択を行
うために使用される。
【０１３６】
　任意選択で、ネットワーク側は、セルの中の拡張されたカバレッジセルに対してのみカ
バレッジクラス補償値をあらかじめ構成してよく、また、ノーマルセルに対してカバレッ
ジクラス補償値を構成しなくてよい、すなわち、ノーマルセルに対して構成されるカバレ
ッジクラス補償値はデフォルト値である。もちろん、ノーマルセルに対してあらかじめ構
成されているカバレッジクラス補償値はゼロであり得る。もちろん、カバレッジクラス補
償値は、ネットワーク計画およびネットワーク最適化の間に、それぞれのセルのベアラサ
ービス、またはそれぞれのセルに対する負荷などのケースに応じて、それぞれのセルに対
してあらかじめ構成され得る。
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【０１３７】
　特に、方法は、それぞれのセルに対して再選択優先度を構成することをさらに含む。再
選択優先度は、以下の態様でユーザ機器へ送信されてよく、その結果、ユーザ機器が近隣
セルの再選択優先度情報を受信して、近隣セルの再選択優先度情報に応じてターゲットセ
ルを選択する。
【０１３８】
　第１の実装態様では、ネットワーク側は、ブロードキャストメッセージを使用すること
によって、ユーザ機器へ近隣セルの再選択優先度を送信してよい。特に、パラメータｃｅ
ｌｌＲｅｓｅｌｅｃｔｉｏｎＰｒｉｏｒｉｔｙが設定されてよく、また、システムメッセ
ージでシステム情報ブロック（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ、略
してＳＩＢ）をブロードキャストすることによって、近隣セルの再選択優先度がユーザ機
器へ送信されてよい。
【０１３９】
　第２の実装態様では、再選択優先度は、ネットワーク側によってそれぞれの近隣セルに
対して構成され、ユーザ機器が無線リソースを解放したとき、無線リソース制御（Ｒａｄ
ｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ、略してＲＲＣ）接続解放メッセージを使用す
ることによって、それぞれの近隣セルの再選択優先度がユーザ機器へ送信される。
【０１４０】
　第３の実装態様では、ネットワーク側は、ユーザ機器に対する近隣セルリストを構成し
て、近隣セルリストをユーザ機器へ送信し、近隣セルリストは、近隣セル識別子および再
選択優先度情報を搬送する。
【０１４１】
　ユーザ機器は、ネットワーク側によってそれぞれの近隣セルに対して構成された再選択
優先度情報を前述の態様で取得し、近隣セルに含まれている拡張されたカバレッジセルの
再選択優先度は、近隣セルに含まれているノーマルセルの再選択優先度よりも低い。ユー
ザ機器は、キャンピングセルの測定された信号品質、近隣セルの測定された信号品質、キ
ャンピングセルおよび近隣セルの取得された補償値、ならびに近隣セルの再選択優先度情
報に応じてターゲットセルを選択する。
【０１４２】
　前述のセル選択方法の実施形態のものと同一の発明概念に基づいて、本発明の実施形態
は、セル選択装置をさらに提供する。図１０に示されるように、装置は、プロセッサ１０
０１と、プロセッサ１００１に接続された記憶装置１００２とを含む。
【０１４３】
　記憶装置１００２はプログラムを記憶するように構成されている。特に、プログラムは
プログラムコードを含み得て、プログラムコードはコンピュータ操作命令を含む。記憶装
置１００２は、ランダムアクセスメモリ（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏｒｙ、
略してＲＡＭ）を含むことがあり、少なくとも１つの磁気ディスク記憶装置などの不揮発
性記憶装置（ｎｏｎ－ｖｏｌａｔｉｌｅ　ｍｅｍｏｒｙ）をさらに含むことがある。
【０１４４】
　プロセッサ１００１は、本発明の図７に示されたセル選択方法を実施するように、記憶
装置１００２に記憶されたプログラムを実行する。方法は、
　セルの信号品質を測定して、ネットワーク側によってそれぞれのセルに対してあらかじ
め構成されているカバレッジクラス補償値を取得することであって、セルが、拡張された
カバレッジエリアが存在する拡張されたカバレッジセルと、拡張されたカバレッジエリア
が存在しないノーマルセルとを含んでいるときには、ノーマルセルの取得されるカバレッ
ジクラス補償値がゼロまたはデフォルト値である、ことと、
　セルの測定された信号品質と、それぞれのセルの取得されたカバレッジクラス補償値と
に応じて、ターゲットセルを選択することとを含む。
【０１４５】
　特に、セルの測定された信号品質、およびセルの取得されたカバレッジクラス補償値に
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応じて、ターゲットセルを選択することは、
　セルの信号品質がセルの信号品質閾値よりも優れている場合、セルを、カバレッジクラ
スセル選択条件を満たすセルとして使用することであって、セルの信号品質閾値は、セル
の受信された最小の信号閾値、およびセルのカバレッジクラス補償値に応じて判定される
、ことと、
　カバレッジクラスセル選択条件を満たすセルを、ターゲットセルとして使用することと
を含む。
【０１４６】
　任意選択で、セルの信号品質は、セルの基準信号受信電力、およびセルの基準信号の受
信された品質値を含み、カバレッジクラスセル選択条件は、以下の式、すなわち、
　Ｓrxlev＞０、かつＳqual＞０、
　Ｓrxlev＝Ｑrxlevmeas－（Ｑrxlevmin＋Ｑrxlevminoffset＋Ｑcoverageclassoffset）
－Ｐcompensation、かつ、
　Ｓqual＝Ｑqualmeas－（Ｑqualmin＋Ｑqualminoffset＋Ｑcoverageclassoffset）、こ
こで、
　Ｓrxlevはセル選択受信レベルを表し、Ｑrxlevmeasはセルの測定された基準信号受信電
力値を表し、（Ｑrxlevmin＋Ｑrxlevminoffset＋Ｑcoverageclassoffset）－Ｐcompensat

ionは、セルの基準信号受信電力閾値を表し、Ｑrxlevminはセルにおいて必要とされる最
低の受信レベルを表し、ＱrxlevminoffsetはＱrxlevminのオフセットを表し、Ｑcoverage

classoffsetは、ネットワーク側によってセルに対してあらかじめ構成されているカバレ
ッジクラス補償値を表し、Ｐcompensationは（ＰEMAX－ＰPowerClass）と０の間の最大値
を表し、ＰEMAXはアップリンク送信を遂行しているユーザ機器の最大の送信電力を表し、
ＰPowerClassはユーザ機器の最大の無線周波数出力電力を表し、
　Ｓqualはセル選択品質値を表し、Ｑqualmeasは、セルの測定された基準信号の受信され
た品質値を表し、（Ｑqualmin＋Ｑqualminoffset＋Ｑcoverageclassoffset）は、セルの
測定された基準信号の受信された品質閾値を表し、Ｑqualminはセルの必要とされる最低
の品質レベルを表し、ＱqualminoffsetはＱqualminのオフセットを表し、Ｑcoverageclas

soffsetは、ネットワーク側によってセルに対してあらかじめ構成されているカバレッジ
クラス補償値を表す
　を満たすことである。
【０１４７】
　任意選択で、ネットワーク側によってセルに対してあらかじめ構成されているカバレッ
ジクラス補償値が取得される前に、拡張されたカバレッジエリアが存在する拡張されたカ
バレッジセルにキャンプすることをユーザ機器がサポートしていると判定される。
【０１４８】
　本発明のこの実施形態とセル選択方法の実施形態との間で繰り返される説明は説明され
ない。
【０１４９】
　前述のセル再選択方法の実施形態のものと同一の発明概念に基づき、本発明の実施形態
は、セル再選択装置をさらに提供する。図１１に示されるように、装置は、プロセッサ１
１０１と、プロセッサ１１０１に接続された記憶装置１１０２とを含む。
【０１５０】
　記憶装置１１０２はプログラムを記憶するように構成されている。特に、プログラムは
プログラムコードを含むことがあり、プログラムコードはコンピュータ操作命令を含む。
記憶装置１１０２は、ランダムアクセスメモリ（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏ
ｒｙ、略してＲＡＭ）を含むことがあり、少なくとも１つの磁気ディスク記憶装置などの
不揮発性記憶装置（ｎｏｎ－ｖｏｌａｔｉｌｅ　ｍｅｍｏｒｙ）をさらに含むことがある
。
【０１５１】
　プロセッサ１１０１は、本発明の図８に示されたセル再選択方法を実施するように、記
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憶装置１１０２に記憶されたプログラムを実行する。方法は、
　ユーザ機器が現在位置しているキャンピングセル、およびキャンピングセルの近隣セル
の信号品質を測定して、ネットワーク側によってキャンピングセル、および近隣セルに対
してあらかじめ構成されているカバレッジクラス補償値を取得することと、
　キャンピングセルおよび近隣セルの測定された信号品質、ならびにキャンピングセルお
よび近隣セルの取得されたカバレッジクラス補償値に応じて、近隣セルからターゲットセ
ルを選択することとを含む。
【０１５２】
　本発明のこの実施形態とセル再選択方法の実施形態との間で繰り返される説明は説明さ
れない。
【０１５３】
　当業者は、本発明の実施形態が、方法、システム、またはコンピュータプログラム製品
として提供され得ることを理解するべきである。したがって、本発明は、ハードウェアの
みの実施形態、ソフトウェアのみの実施形態、またはソフトウェアとハードウェアの組合
せを伴う実施形態の形式を使用することがある。その上、本発明は、コンピュータが使え
るプログラムコードを含む、１または複数のコンピュータ使用可能な記憶媒体（ディスク
メモリ、ＣＤ－ＲＯＭ、光学記憶装置などに限定されないが含む）上で実施されるコンピ
ュータプログラム製品の形式を使用し得る。
【０１５４】
　本発明は、方法の流れ図および／またはブロック図、デバイス（システム）、ならびに
本発明の実施形態によるコンピュータプログラム製品に関して説明されている。コンピュ
ータプログラム命令は、流れ図および／もしくはブロック図における各処理および／また
は各ブロック、ならびに／または流れ図および／もしくはブロック図における各処理およ
び／または各ブロックの組合せを実施するために使用され得ることを理解されたい。これ
らのコンピュータプログラム命令は、コンピュータまたは他の任意のプログラマブルデー
タ処理デバイスのプロセッサによって実行された命令が、流れ図における１または複数の
処理、および／またはブロック図における１または複数のブロックにおける特定の機能を
実施するための装置を生成するように、汎用コンピュータ、専用コンピュータ、埋込み型
プロセッサ、またはマシンを生成するための他の任意のプログラマブルデータ処理デバイ
スのプロセッサ向けに提供されることがある。
【０１５５】
　これらのコンピュータプログラム命令は、コンピュータ可読メモリに記憶された命令が
命令装置を含むアーチファクトを生成するように、特定の態様で作動するようにコンピュ
ータまたは他の任意のプログラマブルデータ処理デバイスに命令することができるコンピ
ュータ可読メモリに記憶されてもよい。命令装置は、流れ図における１または複数の処理
、および／またはブロック図における１または複数のブロックにおける特定の機能を実施
する。
【０１５６】
　これらのコンピュータプログラム命令は、一連の動作およびステップがコンピュータま
たは別のプログラマブルデバイス上で行われ、それによってコンピュータで実施される処
理を生成するように、コンピュータまたは別のプログラマブルデータ処理デバイスにロー
ドされることもある。したがって、コンピュータまたは別のプログラマブルデバイス上で
実行される命令は、流れ図における１または複数の処理、および／またはブロック図にお
ける１または複数のブロックにおける特定の機能を実施するためのステップを提供する。
【０１５７】
　本発明のいくつかの実施形態が説明されてきたが、当業者は、基本的な発明概念を一旦
学べば、これらの実施形態に対する変更および修正を行うことができる。したがって、以
下の特許請求の範囲は、実施形態ならびに本発明の範囲内にあるすべての変更および修正
を含むように解釈されることが意図されている。
【０１５８】
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　明らかに、当業者は、本発明の実施形態の趣旨および範囲から逸脱することなく、本発
明の実施形態に対する様々な修正および変形を行うことができる。本発明は、これらの修
正および変形を、下記特許請求の範囲およびそれらの等価な技術によって定義された保護
の範囲の範囲内に入るものであれば、含むように意図されている。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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【図９】

【図１０】

【図１１】
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